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第１章 事業の概要

 

第１節 事業名

平成２８年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業

「サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成のプログラム開発」

第２節 事業の概要

 美容師の離職・退職を抑止し、継続的な就業と活躍を促すためには、就業先である

サロンとのミスマッチ防止が必要不可欠である。

 昨年度までの事業において、高等課程を卒業した新人美容師が任される仕事におけ

る接遇業務において、お客様のお出迎えからお見送りまでの流れを通じて学習させ

る教材を開発した。

 一方で、現実の美容サロン（美容師資格を取得した高等専修学校生が就職するサロ

ン）は、顧客の年齢層、ファッション性の追求度合い、更には日常のためのヘアサ

ロンとブライダルなどの行事に特化したサロンなど利用シーンといったような違い

から、様々なサロン類型があり、それぞれの類型においては、お客様ご来店時の挨

拶 つを取っても、手法が異なるのが実状である。

 本事業では、このようなサロン類型によって求められる美容接遇業務の違いに着眼

し、産業界の調査協力を得て、サロンの類型化（タイプ分け）を図ると共に、それ

ぞれのタイプに応じた接遇業務の違いを、実務例を元に導き出し、教材開発に適用

することで、実践的接遇が出来る美容師人材の育成を図る。

 教材開発においては、それぞれの接遇業務の考え方や原則、理論などに加えて、接

遇業務の実践例における成功事例や失敗事例を豊富に盛り込むことで、高等専修学

校生の学習力に配慮した教育効果の最大化を狙う。

第３節 事業の実施期間

平成２８年７月１９日～平成２９年２月２８日
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第４節 事業の推進体制

本事業の推進体制は、「実施委員会」をおき、全体の活動を取りまとめすると

共に、「調査・評価委員会」及び「モデルカリキュラム開発委員会」を設置し、活

動する。

「実施委員会」では、両委員会の活動の整合性を見ながら、委員会の検討の方

向性を示すと共に、美容企業等産業界との接続、及び高等教育機関等との活動の

連携を図る。

「調査・評価委員会」では、美容サロンの現状を調査し、類型化を行う。サロ

ン類型についての仮説を作成し、アンケート、及びヒアリングを実施して、サロ

ン類型の実態を検証し、教材開発に向けた実務のインプットを収集する。

「モデルカリキュラム開発委員会」では、美容分野における実践体験型教育の

ための教材を開発する。類型化されたサロン別の特徴を踏まえ、それぞれのタイ

プに応じた接遇の理解を深めるカリキュラムを開発する。開発したカリキュラム

に沿った教材を作成する。

① 構成機関及び構成員

１２の教育機関及び産業界の協力を得ている。

構成機関（学校・団体・機関等）の

名称

役割等 都道府県名

１ 国際理容美容専門学校 総括・幹事校

モデルカリキュ

ラム開発

東京都

２ 大岡学園高等専修学校 実施・進捗管理

モデルカリキュ

ラム開発

兵庫県

３ 中国デザイン専門学校 実施・進捗管理 岡山県
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４ 大阪美容専門学校 モデルカリキュ

ラム開発

大阪府

５ 大育高等専修学校 モデルカリキュ

ラム開発

沖縄県

６ 寺嶋社会保険労務士事務所 実施・進捗管理 東京都

７ 東京都美容生活衛生同業組合 調査・評価 東京都

８ 美容室及び美容研究団体

（ 美容室、ウェーブジ

ャパンネットワーク、太平洋

美容家倶楽部）

調査・評価 東京都

９ 美容室及び美容研究団体（株

式会社ヴィサージュクリエー

ション、日本ヘアデザイン協

会）

調査・評価 千葉県

美容室及び美容研究団体（有

限会社トータル美研美容室カ

ペリデアーテ、全日本婚礼美

容家協会）

調査・評価 千葉県

美容室（有限会社エレガンテ

美容室プリマヴェーラ）

調査・評価 東京都

全国高等専修学校協会 実施・進捗管理 東京都

構成員（１８名）

氏名 所属・職名

清水 信一 全国高等専修学校協会 会長
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関本 惠一 帝京大学 教育学部 教授

大岡 豊
学校法人大岡学園 大岡学園高等専修学校

理事長

平田 眞一
学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校

理事長

谷本 佳隆 大阪美容専門学校 副校長

石川 正剛 大育高等専修学校 副校長

折戸 宏次 大岡学園高等専修学校 企画部長

寺嶋 卓
寺嶋保健労務士事務所 代表

特定社会保険労務士

鶴貝 トモコ
東京都美容生活衛生同業組合 副理事長

東京都美容健康保険組合 副理事長

大沼 孝三

株式会社 美容室 代表取締役社長

ウェーブジャパンネットワーク 理事長

太平洋美容家倶楽部 理事長

白坂 春光

株式会社ヴィサージュクリエーション 代表取締

役社長

日本ヘアデザイン協会 副理事長

菅原 みどり

有限会社トータル美研美容室カペリデアーテ代

表取締役

全日本婚礼美容家協会地区委員

石川 真樹
有限会社エレガンテ美容室プリマヴェーラ 事

業統括
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和田 美義
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

理事長

若松 伸佳
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

法人本部長

渡辺 真由美 国際理容美容専門学校 教頭

工藤 佑輝 国際理容美容専門学校 法人副本部長

佐谷 肇 国際理容美容専門学校 副校長

② 実施委員会

実施委員会は、７名で構成され、以下の役割を果たす。

 調査・評価委員会の検討の推進、確認

 モデルカリキュラム開発委員会の検討の推進、確認

 調査・評価委員会、モデルカリキュラム開発委員会の両委員会の整

合性の調整

実施委員会の構成（７名）

氏名 所属・職名

和田 美義
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

理事長

清水 信一 全国高等専修学校協会 会長

関本 惠一 帝京大学 教育学部 教授
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大岡 豊
学校法人大岡学園 大岡学園高等専修学校

理事長

平田 眞一
学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校

理事長

寺嶋 卓
寺嶋保険労務士事務所 代表

特定社会保険労務士

若松 伸佳
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

法人本部長

③ 調査・評価委員会

調査・評価委員会は、７名で構成され、以下の役割を果たす。

 サロンの類型仮説の作成

 アンケート作成・調査

 ヒアリング調査

調査・評価委員会の構成（６名）
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太平洋美容家倶楽部 理事長



 

 
 

- 8 - 
 

和田 美義
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

理事長

若松 伸佳
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

法人本部長

渡辺 真由美 国際理容美容専門学校 教頭

工藤 佑輝 国際理容美容専門学校 法人副本部長

佐谷 肇 国際理容美容専門学校 副校長

② 実施委員会

実施委員会は、７名で構成され、以下の役割を果たす。

 調査・評価委員会の検討の推進、確認

 モデルカリキュラム開発委員会の検討の推進、確認

 調査・評価委員会、モデルカリキュラム開発委員会の両委員会の整

合性の調整

実施委員会の構成（７名）

氏名 所属・職名

和田 美義
学校法人国際共立学園 国際理容美容専門学校

理事長

清水 信一 全国高等専修学校協会 会長

関本 惠一 帝京大学 教育学部 教授

 

 
 

- 9 - 
 

大岡 豊
学校法人大岡学園 大岡学園高等専修学校
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第２章 実施概要

 

第１節 実施経緯

 本事業では、平成２８年７月１９日～平成２９年２月までに「実施委員会

（４回）」、「調査・評価委員会（７回）」、「モデルカリキュラム開発委員会

（７回）」を開催し、事業活動を推進した。

 平成２７年度事業において、高等専修学校卒業生の就労定着化を目的に、

新人美容師が任される仕事の中でも“接遇業務”を対象として、モデルカ

リキュラムを開発し、インターンシップ（実習）の前後に提供するプログ

ラムとすることで、職場に円滑に参画することを促進し、かつインターン

シップの学習効果を最大化することを目指した。

 インターンシップ先からの評価も得られ、効果を奏したものの、実際に高

等課程の卒業生が就職することになる美容サロンの実態としては、様々

なサロン独自のコンセプトを設定して、サービス設計されており、それは

価格や美容技術のみならず、接遇業務においても顕著に表れる。

 具体的には、常々ファッション誌に目を通し、トレンドに敏感な 代の

お客様と、ホテルや百貨店の中にある価格設定の高いサロンにいらっし

ゃるお客様、郊外の住宅地で主にはお子様をお持ちのお母さんや中高年

の奥様がいらっしゃるおサロンでは、「いらっしゃいませ」の挨拶であっ

ても、大きな声ではっきりと言うのが適切な場合と、一歩引きながら他の

お客様に配慮してご挨拶をすればよい場合となど、大きく“サロンに適し

た接遇業務”が異なる。

 本事業では、昨年度事業成果を更に一歩前に進め、前述のようなサロンの

違い（類型）に応じた実践的な接遇業務について研究し、教材開発を行う
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ことで、インターンシップ先、あるいは就職先として検討しているサロン

では、どのような仕事があるか、どのように動けばよいのかといったキャ

リアイメージを具体化させ、産業界の要請に応えると共に、高等課程の卒

業生が学んだことを実務で活かし、円滑に職場に参画することを促進す

ることを目的としている。

 調査・評価委員会が主体となって、サロンの類型化に向けた仮説設計をす

ると共に、類型を判定するための具体的な基準の妥当性について、サロン

へのアンケート調査を通じて、検証を行った。

 また、アンケート回答サロンの一部に協力を得て、ヒアリングを実施し、

各類型のサロンにおいて、新人美容師に任せる仕事内容（多くがお客様の

お出迎えから、お荷物のお預かり、雑誌出し・お茶出し、お見送りとった

接遇業務）を確認すると共に、類型毎の具体的な違いを明らかにし、成功

例・失敗例などを調査して、教材開発のコンテンツとして収集した。

 モデルカリキュラム開発委員会が主体となって、サロンに類型が存在す

ることの解説から、類型別のお客様の違い、お客様がサロンに期待するこ

との違いを整理し、高等課程を卒業した新人美容師が担うことになる接

遇業務においても、典型的なサロンの類型によって、どのように所作が異

なるかを理解させるための教材を開発した。

 平成２９年２月１７日に成果報告会にて、事業の成果を関係者に発表す

ると共に、成果報告書、生徒用テキスト、教師用指導書を作成し、関係機

関等へ配布し、研究開発内容の普及に努めた。

 また合わせて、事業で作成した教材一式については、広く高等専修学校の

美容領域における人材育成に資することを目的として、広報用のＷＥＢ
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サイトを構築し、前年度からの事業活動の経緯や成果物を含め、社会に公

開した。

 

第２節 実施体制図

 実施委員会の元、調査・評価委員会、モデルカリキュラム開発委員会を配

置し、事業を実施した。

 本事業における各委員会の活動は、以下の通りである。

実施委員会

 平成２８年 ８月３１日（水） 第１回実施委員会

 平成２８年１０月２１日（金） 第２回実施委員会

 平成２９年 １月３１日（火） 第３回実施委員会

 平成２９年 ２月１７日（金） 第４回実施委員会

調査・評価委員会

 平成２８年 ８月３１日（金） 第１回 調査・評価委員会

実施委員会

調査・評価委員会 モデルカリキュラム開発委員会

事業の推進体制

 調査・評価委員会の検討の推進、
確認

 モデルカリキュラム開発委員会の
検討の推進、確認

 調査・評価委員会、モデルカリ
キュラム開発委員会の両委員会の
整合性の調整

 サロンの類型仮説の作成

 アンケート作成・調査

 ヒアリング調査

 実践的人材育成に向けたモ
デルカリキュラムの設計開
発

 教材及び副教材（教師用指
導書）の開発
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 平成２８年１０月２１日（金） 第２回 調査・評価委員会

 平成２８年１０月２５日（火） 第３回 調査・評価委員会

 平成２８年１２月２２日（木） 第４回 調査・評価委員会

 平成２９年 １月１７日（火） 第５回 調査・評価委員会

 平成２９年 １月３１日（火） 第６回 調査・評価委員会

 平成２９年 ２月１７日（金） 第７回 調査・評価委員会

モデルカリキュラム開発委員会

 平成２８年 ８月３１日（水） 第１回 モデルカリキュラム開発委員会

 平成２８年１０月２１日（金） 第２回 モデルカリキュラム開発委員会
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 平成２９年 ２月１７日（金） 第７回 モデルカリキュラム開発委員会

成果報告会

 平成２９年 ２月１７日（金） 成果報告会
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 平成２９年 １月１７日（火） 第５回 調査・評価委員会

 平成２９年 １月３１日（火） 第６回 調査・評価委員会

 平成２９年 ２月１７日（金） 第７回 調査・評価委員会

モデルカリキュラム開発委員会
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 平成２９年 １月１７日（火） 第５回 モデルカリキュラム開発委員会

 平成２９年 １月３１日（火） 第６回 モデルカリキュラム開発委員会

 平成２９年 ２月１７日（金） 第７回 モデルカリキュラム開発委員会

成果報告会

 平成２９年 ２月１７日（金） 成果報告会
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第３節 会議議事録

第１項 実施委員会等

会議名 実施委員会、モデルカリキュラム開発委員会、調査・評価委員会

（第１回合同委員会）

開催日時 平成２８年８月３１日（水）

１５：３０～１７：３０（２ ０ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ①委員

清水信一､大岡豊､平田眞一､谷本佳隆､石川正剛､寺嶋卓､

鶴貝トモコ､白坂春光､大沼孝三､菅原みどり､石川真樹、若松伸

佳､佐谷肇､工藤佑輝､渡辺真由美（計１５名）

②オブザーバー

なし

③事務局

・五十嵐久乃（計１名）

（参加者合計１６名）

議題等 司会 工藤委員

‣ 国際理容美容専門学校 副校長 佐谷肇より挨拶

‣ 事業概要の説明と、委員のみな様へご協力のお願い

‣ 全国高等専修学校協会 会長 清水信一先生より挨拶

‣ 昨年度の委託事業の成果物について

‣ 高等専修学校の価値と有り方について

‣ 委員紹介：各委員より自己紹介

若松委員より、事業全体の概要と目的等の説明。

① 今年度事業内容とその背景について
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② 取り組み内容について

③ カリキュラム、テキストの開発について

④ 各委員の役割について

渡辺委員より、カリキュラム開発についての説明。

① 卒業生アンケートの実施について

② 接遇成功例･失敗例の事例集の作成について

③ 実証講座の実施について

佐谷委員より、調査・評価方法についての説明。

① サロンタイプの調査方法について（アンケート及びヒアリ

ング）

② サロンタイプ分類の判断基準について

質疑応答

Ｑ．サロンタイプ分類の判断基準はどのように行うか。

Ａ．立地、価格帯、提供技術の内容、顧客年齢層等のカテゴライズ

やコンセプト、等々あがっているが、今後行うサロンアンケー
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トと複数サロンへのヒアリング、あとはより多くのサロンの情

報を分析するため、本校に届いている求人票を利用し、サロン

の立地や営業内容などの情報を集計して、サロンタイプの分類

をどのようにするのかを検討いたします。

Ｑ サロン側の考える自身の店舗のカテゴライズ（類型）と、お客様

の感じるカテゴライズ（類型）に差が生じるかも知れない。現

代はカスタマー至上主義の時代で、お客様のサロンの使い分け

が軸になっていると思うが、分類はどちらに軸をおくのか。

Ａ．今回は、お客様に対する接遇の違いに焦点を当てることが重要

であるため、サロン側への調査を中心にカテゴライズ（類型化）

を行います。

Ｑ．類型の仮説作成の参考に、ホットペッパー等のサロンのお客様

向け分類を参考にしてみてはどうか？

Ａ．検討いたします。

Ｑ スタッフの接客の声の大きい小さい、元気、上品等、雰囲気とい
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う部分で曖昧に分類されているように思うが、これはどのよう

に判断するのか。

Ａ．接客のサービス内容や挨拶の仕方などについてもアンケートに

加えられるよう検討いたします。

Ｑ．子供連れで行けるといったカテゴライズも加えてみてはどう

か。

Ａ．検討いたします。

Ｑ．男性のお客様が多いかどうかでも、サロンの雰囲気に違いが出

るのではないか。

Ａ．検討いたします。

Ｑ．研修制度やコンクールについて、積極的なサロンという分類も

あるのではないか。

Ａ．検討いたします。

Ｑ．出張サロンというのは多いのか。

Ａ．数は少ないですが、介護の分野で少しずつ浸透して来ています。

これから需要は増えていくと考えられるため、アンケートの内

容として検討いたします。

Ｑ．ブライダルを行うサロンの接遇は、特殊になるのか。

Ａ．スタッフの髪色や服装にも気を使っているようです。心遣いや

言葉遣い（忌み言葉を使わないことなど）も重要視されます。

Ｑ．文章を記述するアンケートは回収率が上がらないと考えるが、
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どのようなものを考えているか。

Ａ なるべく負担のかからない○×式や、選択できる様式で検討い

たします。

Ｑ サロンへのアンケートの回収率を上げるため、美容業界で委員

になってくださっている先生方にもご協力いただき、お名前を

入れさせていただいてはどうか。

Ａ ぜひご協力をいただきたく、よろしくお願いいたします。

Ｑ 卒業生のアンケートでも、何故就職先に今のサロンを選んだの

か、実際就職したお店のコンセプトはどうかを聞いてみてはど

うか。

Ａ 検討いたします。

若松委員よりまとめと閉会挨拶

様々なご意見を伺え、とても参考になった。より実践的な接遇を行

うため、多くの事例を集め、サロンの分類と求められる接遇の傾向

を探り出していきたい。生徒の就労支援につながる成果物が出来上

がるようご協力をお願いいたします。

事務局より連絡事項

次回は 月下旬～ 月上旬で日程調整を行います。場所は大阪を

予定します。
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会議名 実施委員会、モデルカリキュラム開発委員会、調査・評価委員会

（第２回合同委員会）

開催日時 平成２８年１０月２１日（金）

１５：３０～１７：３０（２ ０ｈ）

場所 ネットカンファレンス大阪 会議室 （日通システム㈱）

出席者 ①委員

大岡豊、谷本佳隆、折戸宏次、寺嶋卓、鶴貝トモコ、石川真樹、

和田美義、若松伸佳、佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美（計１１

名）

②オブザーバー

なし

③ 事務局

五十嵐久乃（計１名）

（参加者合計１２名）

議題等 司会 若松委員

 国際理容美容専門学校 校長 和田美義より挨拶

 委員のみな様へ協力への御礼

 折戸委員の紹介と挨拶

若松委員より、事業の概要の説明と第１回合同委員会終了から、

本日までの事業の動きについての説明。

① 主旨は特徴あるカリキュラムの開発であること

サロンを提供技術や客層、料金体系などからカテゴライズ

し、特化した接遇カリキュラムを開発することが目的。
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② サロンアンケートについて

前回の委員会で委員の皆様の意見を基に、サロンアンケート

を作成したが、文部科学省の担当官より、アンケート内容、

及び実施について改めて検討することとなった。

今年は仮説を立てたサロンタイプについて調査を行い、仮説

以外のサロンタイプがあったときは、次年度の調査対象にし

てはどうかというご意見をいただいた。

また調査方法は、サロン類型調査票やアンケートではなく、

卒業生が就職しているサロンに限定してヒアリング行うほ

うが効果的だとのご意見もいただいた。調査範囲についても

日本全国の調査をするよりも、学校の周囲を中心に行うこと

が有効である、というご意見もいただいた。

これらの調査方法について再検討し、もう一度、文部科学省

へ説明に伺う予定である。

佐谷委員より、調査・評価方法について説明。

先ほど若松委員より、実施の検討をとの報告があったが、
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調査・評価委員会では、より多くの実践的な接遇事例を掘り

起こそうという主旨で、委員の鶴貝先生にお力添えをいただ

き、東京都美容生活衛生同業組合へもサロンアンケートのご

協力をいただけるように進めていた。この協力により、回収

率についても大幅な上昇が期待できる。

渡辺委員より、カリキュラム開発について説明。

サロンと卒業生へ実態調査を行い、それらに基づいたサロ

ン類型別の接遇教育について、事例型実践接遇教育プログラ

ムを開発する計画であった。

文部科学省の担当官の方より、サロンタイプを仮説立てし

て進めたらどうかというご意見をいただいたので、今回、特

化しているという部分で理解しやすい、ブライダルと福祉美

容のどちらかについて、カリキュラムの開発をしてはどうか

と検討している。

質問の仕方ひとつ、謝罪の言葉ひとつにしてもサロンによ

り異なる。専門学校を卒業して就職する学生よりも、高等専

修学校を卒業して就職する生徒は年齢も若く社会経験も不

足しており、顧客応対に対し少しの注意を受けただけで、就

労意欲が著しく低下し、そのまま離職してしまうことさえあ

る。一般的な接遇以外の、さまざまな接遇があるという事例
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が有効である、というご意見もいただいた。

これらの調査方法について再検討し、もう一度、文部科学省

へ説明に伺う予定である。

佐谷委員より、調査・評価方法について説明。

先ほど若松委員より、実施の検討をとの報告があったが、
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調査・評価委員会では、より多くの実践的な接遇事例を掘り

起こそうという主旨で、委員の鶴貝先生にお力添えをいただ

き、東京都美容生活衛生同業組合へもサロンアンケートのご

協力をいただけるように進めていた。この協力により、回収

率についても大幅な上昇が期待できる。

渡辺委員より、カリキュラム開発について説明。

サロンと卒業生へ実態調査を行い、それらに基づいたサロ

ン類型別の接遇教育について、事例型実践接遇教育プログラ

ムを開発する計画であった。

文部科学省の担当官の方より、サロンタイプを仮説立てし

て進めたらどうかというご意見をいただいたので、今回、特

化しているという部分で理解しやすい、ブライダルと福祉美

容のどちらかについて、カリキュラムの開発をしてはどうか

と検討している。

質問の仕方ひとつ、謝罪の言葉ひとつにしてもサロンによ

り異なる。専門学校を卒業して就職する学生よりも、高等専

修学校を卒業して就職する生徒は年齢も若く社会経験も不

足しており、顧客応対に対し少しの注意を受けただけで、就

労意欲が著しく低下し、そのまま離職してしまうことさえあ

る。一般的な接遇以外の、さまざまな接遇があるという事例
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を学んでおくだけで、就職先で壁にぶつかった時に乗り越え

られる材料になると考えている。

質疑応答

Ｑ．高等専修学校を卒業する生徒達に対し、業界側から求められ

ているものは高い美容技術ではなく、基本的な人間性やマ

ナー、心遣いであると考えている。学校へは、それらを育成

する教育を求めている。人間性や心遣いというものの違い

を如何に教育という形にするか、類型別のカリキュラムを

作ることも必要なのではないか。高等専修学校の発展のた

めに、代表校として行っているものなので、他の理美容の高

等専修学校でも使えるようなものにしなければならない。

したがって調査も東京だけではなく、広域で調査を行う必

要があるではないか。

Ａ．文部科学省の担当官の方へ理解いただけるよう、説明を行っ

てまいります。

Ｑ．アンケートの回収率を上げるため、このアンケートが教育に

どう役立つのか、何故必要なのかを載せたほうがいいので
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はないか。

Ａ．主旨を説明する前文を作成いたします。

Ｑ．特徴ある美容室サロンが行っている具体的な接遇法を例に取

り、カリキュラム開発の参考にしてはどうだろうか。

Ａ．検討いたします。

Ｑ．どの質問が、事業目的のどの内容に被ってくるのか、また一

つ一つの質問が接遇にどう結びついていくのかを、丁寧に

解説してはどうか。

Ａ．資料を作成します。

Ｑ．東京都美容生活衛生同業組合でも、現在多様な営業形態のサ

ロンがあることを把握している。それぞれのサロンにより

求められる接遇法が異なるので、より多くのサロンにアン

ケートをとっていただき、教育カリキュラムに役立てて欲

しいと考えている。この事業でカリキュラムが出来上がり、

全国の理美容学校での教育が進めば、生徒の就業後の定着

率も上がるのではないかと考えている。東京都美容生活衛

生同業組合でも回収率が上がるように協力を行う計画であ

る。

Ａ．ありがとうございます。

Ｑ．大阪美容専門学校でも、今回の事業で開発するカリキュラム

を活用させてもらいたいと考えている。接遇には地域性も

あるため大阪でも調査を行っていただきたいと思ってい

る。出来る限り協力するので、広域で調査活動が行えるよう
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文部科学省と交渉をすすめていただきたい。

Ａ．ご意見を文部科学省へ伝え、調査が行えるように説明を行っ

てまいります。

大岡委員よりまとめ

高等専修学校を卒業した生徒達が、卒業後の就労で継続して働

いていけるように、また分野で活躍できるような人材になれるよ

う、高等専修学校で教育を行っていくことが大きな使命であり、

そのためにも、実践的な接遇カリキュラムを作り上げることが必

要不可欠ではないだろうか。

和田委員長より閉めの挨拶

参加者への謝辞。いただきましたご意見を基に、文部科学省へ

事業の執行を認めていただけるよう諮っていく。

事務局より連絡事項

次回は来年 月中旬から下旬で日程調整を行います。場所は国

際理容美容専門学校を予定。

会議名 調査･評価委員会 開発委員会

開催日時 平成２８年１０月２５日（火）

９：３０～１２：００（２．５ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ➀委員

佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美、若松伸佳（計４名）

②オブザーバー

 

 
 

- 27 - 
 

なし

③事務局

・五十嵐久乃（計１名）

（参加者合計５名）

議題等 進行 若松委員

文部科学省担当官葛城係長よりご指導頂いている件に関し、１０

月２１日（金）に開催された合同委員会の意見を踏まえ、調査の

内容や実施メソッドを具体的に検討・計画したい。

【参考 文部科学省担当官葛城係長指導内容】

・アンケート記入様式の作成・結果集計作業についての役割

分担の明確化。

・アウトソースする場合の仕様書のあり方の注意。

・アンケート設問の内容について、再考の必要あり。

・アンケートの通信費については、当該委託事業の通信費か

ら充当させることを明記すること。

・アンケートよりもヒアリングを増やしたほうが、実態が調

査できるのではないか。

・アンケートが戻ってきたサロンについて、再アンケートす

るなど深堀していったほうが、より良いのではないか。

・今年は、仮説立てて抽出したいくつかのサロンタイプにつ

いて優先して調査を行う。仮説以外のサロンタイプがあっ

たときは、次年度の調査対象にしてはどうか。

若松より

主目的について

主目的は、特徴あるカリキュラムの開発である。

当事業は、サロンを提供技術や客層、料金体系などからセグメ

ンテーションを行い、特化した接遇カリキュラムを開発すること

を目的としている。

そのカリキュラム開発とその検証のための指標の材料として、

アンケートやヒアリングなど現状の実態調査を進めていきたい。

これにより、サロンタイプの類型化のためのひとつの基準軸策定

につながると考えている。

現在世の中にある既存の顧客セグメンテーションの切り分け

では、高等専修学校としての美容師の中核人材育成教育には過不

足がある。
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というのは、ここ数年、差別化された特色のあるサロン・店舗

への就職希望者が多くなってきている反面、それらのサロンへ就

業した際に必要とされるサービス接遇スキルに関しての教育は

現在のところ充実しているとは言い難い。広く浅く標準的な基本

接遇教育のみを展開するに留まっている。

接遇教育に対し、具体的な事例を多角的に掘り下げていくなど

の研究機会を得ることは、単独校としては限界があり、また偏り

も出やすい。具体事例やサロンの現状を知るためには、客観性を

担保するためのある程度の母数が必要ではないかと考えている。

サロンアンケートについて

今年は仮説を立てたサロンタイプについて調査を行い、仮

説以外のサロンタイプがあったときは、次年度の調査対象

にしてはどうかというご意見をいただいた。調査方法は、

サロン類型調査票やアンケートではなく、卒業生が就職し

ているサロンに限定してヒアリング行うほうが効果的だ

とのご意見もいただいた。また、調査範囲についても日本

全国の調査をするよりも、学校の周囲を中心に行うことが

有効である、というご意見もいただいた。これらの調査方

法について再検討し、もう一度、文部科学省へ説明に伺う

予定である。

佐谷委員より

調査・評価方法について

先ほど若松委員より、実施の検討をとの報告があったが、 調

査・評価委員会では、より多くの実践的な接遇事例を掘り起こ

そうという主旨で、委員の鶴貝先生にお力添えをいただき、東

京都美容生活衛生同業組合へもサロンアンケートのご協力を

いただけるように進めていた。この協力により、回収率につい

ても大幅な上昇が期待できる。

渡辺委員より

カリキュラム開発について

サロンと卒業生へ実態調査を行い、それらに基づいたサロン類

型別の接遇教育について、事例型実践接遇教育プログラムを開

発する計画であった。
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文部科学省の担当官の方より、サロンタイプを仮説立てして進

めたらどうかというご意見をいただいたので、今回、特化して

いるという部分で理解しやすい、ブライダルと福祉美容のどち

らかについて、カリキュラムの開発をしてはどうかと検討して

いる。

この開発の着手の是非についても文部科学省担当官にご確認

願いたい。

現在、顧客のニーズは多様化しており、サロンも激しい競争の

中、差別化を進め生き残りを図っている。カリキュラム内容に

関しては、接客スキル・接遇法と大きくひとくくりになっては

いるが、質問の仕方ひとつ、謝罪の言葉ひとつにしても、サロ

ンごとに大きな差異がある。

また、高等専修学校生の特性のひとつとして、専門学校を卒業

して就職する学生よりも、高等専修学校を卒業して就職する生

徒は年齢も若く社会経験も不足しており、接遇・接客スキルの

不足感は否めない。就職するサロン側に実践的な接客教育を全

て任せてしまうことにも問題がある。例えば、 としてスタ

ッフから顧客応対に対して少しの注意を受けただけで、就労意

欲が著しく低下し、そのまま離職してしまうことさえある。

一般的・基礎的な接遇以外の、さまざまな接遇があるという具

体的事例を学んでおくだけで、就職先で壁にぶつかった時に乗

り越えられる材料になると考えている。

佐谷委員

高等専修学校の発展のために、代表校として行っているもの

なので、他の理美容の高等専修学校でも使えるようなものに

しなければならない。したがって調査も東京だけではなく、

広域で調査を行う必要があるではないか。

工藤委員

アンケート内容についてはいかがなっているか。

若松

アンケートの内容について

アンケートの設問に関し内容を精査する必要がある。加えて、

この事業についての詳細解説を前文として添付し、回答者に
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法について再検討し、もう一度、文部科学省へ説明に伺う

予定である。

佐谷委員より

調査・評価方法について

先ほど若松委員より、実施の検討をとの報告があったが、 調

査・評価委員会では、より多くの実践的な接遇事例を掘り起こ

そうという主旨で、委員の鶴貝先生にお力添えをいただき、東

京都美容生活衛生同業組合へもサロンアンケートのご協力を

いただけるように進めていた。この協力により、回収率につい

ても大幅な上昇が期待できる。

渡辺委員より

カリキュラム開発について

サロンと卒業生へ実態調査を行い、それらに基づいたサロン類

型別の接遇教育について、事例型実践接遇教育プログラムを開

発する計画であった。
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文部科学省の担当官の方より、サロンタイプを仮説立てして進

めたらどうかというご意見をいただいたので、今回、特化して

いるという部分で理解しやすい、ブライダルと福祉美容のどち

らかについて、カリキュラムの開発をしてはどうかと検討して

いる。

この開発の着手の是非についても文部科学省担当官にご確認

願いたい。

現在、顧客のニーズは多様化しており、サロンも激しい競争の

中、差別化を進め生き残りを図っている。カリキュラム内容に

関しては、接客スキル・接遇法と大きくひとくくりになっては

いるが、質問の仕方ひとつ、謝罪の言葉ひとつにしても、サロ

ンごとに大きな差異がある。

また、高等専修学校生の特性のひとつとして、専門学校を卒業

して就職する学生よりも、高等専修学校を卒業して就職する生

徒は年齢も若く社会経験も不足しており、接遇・接客スキルの

不足感は否めない。就職するサロン側に実践的な接客教育を全

て任せてしまうことにも問題がある。例えば、 としてスタ

ッフから顧客応対に対して少しの注意を受けただけで、就労意

欲が著しく低下し、そのまま離職してしまうことさえある。

一般的・基礎的な接遇以外の、さまざまな接遇があるという具

体的事例を学んでおくだけで、就職先で壁にぶつかった時に乗

り越えられる材料になると考えている。

佐谷委員

高等専修学校の発展のために、代表校として行っているもの

なので、他の理美容の高等専修学校でも使えるようなものに

しなければならない。したがって調査も東京だけではなく、

広域で調査を行う必要があるではないか。

工藤委員

アンケート内容についてはいかがなっているか。

若松

アンケートの内容について

アンケートの設問に関し内容を精査する必要がある。加えて、

この事業についての詳細解説を前文として添付し、回答者に
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実施目的を理解してもらうなど工夫する予定である。その

後、文部科学省担当官から指導を仰ぎ、事業計画に沿って進

めていきたいと考えている。

アンケートの内容について、具体的な再整理を行う。これに

は各委員長にご協力頂きたい。

教材開発に関しては、文部科学省担当官に確認する。

佐谷委員長、渡辺委員長

了解

以上

会議名 調査･評価委員会 開発委員会

開催日時 平成２８年１２月２２日（木）

１６：００～１８：００（２ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ➀委員

佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美、若松伸佳（計４名）

②オブザーバー

なし

③事務局

なし

（参加者合計４名）
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議題等 進行 若松

文部科学省専門官牧野氏との打ち合わせ（平成２６年１２月２２

日（木）実施）に基づいて、今後の事業遂行計画の具体的な内容・

スケジュールについて実施計画の検討を行った。また、回答とし

て平成２９年１月１０日に返答した。

【参考 文部科学省専門官牧野氏指導内容と返答項目】

○調査対象とするサロンの類型別事前整理と対象数の精査を

行い、十分に効果的なアンケートとして欲しい

○アンケートの回収率の向上についての工夫をすること

→調査対象について 本校の後援会店約１６０店舗を中心に

行う

→回収については、無駄のないように工夫する。回収率向上

については期日になった際には、回収を促す電話をかける

予定である。

→回収用の封筒を同封するが、これは昨年同様、着払い封筒

を使用する。

○調査対象についての補足事項

→国際理容美容専門学校の後援会を中心に行う

（国際理容美容専門学校）後援会とは、本校の職業教育につ

いて深い理解と協力のもと、学校の発展向上のための後援

とともに、会員相互の親睦を図ることを目的として設置さ

れている団体である

また、首都圏を中心とした卒業生の主な就職先でもあり、

平時より本校との距離感も近く、専門学校教育について多

岐に渡って協力頂いている店舗である

理容美容業界の人材育成と将来についても積極的かつ熱心

な店舗が多く、教育課程編成委員会、学校関係者評価委員

会、等でも貴重なご意見を頂戴している

当該案件のようなアンケート調査への返信率も高いと想定

され、返信に対しての督促もしやすい

○類型別事前整理を行って、類型化された回収の偏りがない

ように配慮して欲しい

→現在把握している代表的な店舗の特徴の仕分け確認を行

い、セグメント別による漏れのないよう留意している

→ただし、代表的な特徴のみについてであり、例えば、高級
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実施目的を理解してもらうなど工夫する予定である。その

後、文部科学省担当官から指導を仰ぎ、事業計画に沿って進

めていきたいと考えている。

アンケートの内容について、具体的な再整理を行う。これに

は各委員長にご協力頂きたい。

教材開発に関しては、文部科学省担当官に確認する。

佐谷委員長、渡辺委員長

了解

以上

会議名 調査･評価委員会 開発委員会

開催日時 平成２８年１２月２２日（木）

１６：００～１８：００（２ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ➀委員

佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美、若松伸佳（計４名）

②オブザーバー

なし

③事務局

なし

（参加者合計４名）
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議題等 進行 若松

文部科学省専門官牧野氏との打ち合わせ（平成２６年１２月２２

日（木）実施）に基づいて、今後の事業遂行計画の具体的な内容・

スケジュールについて実施計画の検討を行った。また、回答とし

て平成２９年１月１０日に返答した。

【参考 文部科学省専門官牧野氏指導内容と返答項目】

○調査対象とするサロンの類型別事前整理と対象数の精査を

行い、十分に効果的なアンケートとして欲しい

○アンケートの回収率の向上についての工夫をすること

→調査対象について 本校の後援会店約１６０店舗を中心に

行う

→回収については、無駄のないように工夫する。回収率向上

については期日になった際には、回収を促す電話をかける

予定である。

→回収用の封筒を同封するが、これは昨年同様、着払い封筒

を使用する。

○調査対象についての補足事項

→国際理容美容専門学校の後援会を中心に行う

（国際理容美容専門学校）後援会とは、本校の職業教育につ

いて深い理解と協力のもと、学校の発展向上のための後援

とともに、会員相互の親睦を図ることを目的として設置さ

れている団体である

また、首都圏を中心とした卒業生の主な就職先でもあり、

平時より本校との距離感も近く、専門学校教育について多

岐に渡って協力頂いている店舗である

理容美容業界の人材育成と将来についても積極的かつ熱心

な店舗が多く、教育課程編成委員会、学校関係者評価委員

会、等でも貴重なご意見を頂戴している

当該案件のようなアンケート調査への返信率も高いと想定

され、返信に対しての督促もしやすい

○類型別事前整理を行って、類型化された回収の偏りがない

ように配慮して欲しい

→現在把握している代表的な店舗の特徴の仕分け確認を行

い、セグメント別による漏れのないよう留意している

→ただし、代表的な特徴のみについてであり、例えば、高級
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店で郊外店など複数にまたがる特徴については、アンケー

トの結果にて検証する計画である

○アンケート調査の活用方策について、具体的にどのように

フィードバックさせるか等のプランを明示すること

また、アンケート実施について、事業としての位置づけを

再確認すること

→教材作成のためのケーススタディの資料としたいと考えて

いる

具体事例の掘り起こしや、教材開発のヒントとなる事例を

より多く集め、その傾向を把握したい。

→本校をとりまく首都圏の美容師の就業状況や離職退職に対

しての現状把握について参考とし、その対策のヒントとし

たい。

→高等専修学校生の就業実態と、その対策についての高等専

修学校ならではの教育プログラムの開発について参考とし

たい

→高等専修学校生の就業意識と就職先である現場でのリアル

な事例とのギャップについて多くの事例を集めたい

→その多くの事例から傾向と対策を構築する計画であるが、

アンケートだけでは読みきれない繊細で微妙なニュアンス

については、インタビューを行う

→また、全体的な傾向との比較を切り口に、個別事例掘り起

こしのヒアリングの際のヒントとなりえるものと考えてい

る

→類型化の線引きについて、我々の仮説についての検証を行

い、今後の類型化の精度向上の参考としたい。

付記

平成２９年１月１０日上記の件に返信

以上
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会議名 調査･評価委員会 開発委員会

開催日時 平成２９年１月１７日（火）

１０：３０～１２：３０（２ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ➀委員

佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美、若松伸佳（計４名）

②オブザーバー

なし

③事務局

なし

（参加者合計４名）

議題等 進行 若松

【議 題】

○教材開発スケジュールの再確認

○アンケート実施について

○ヒアリング実施について

○アンケート及びヒアリングの教材開発へのフィードバック

○ 構築について

○実証講座実施について

○全体スケジュールについての再確認

○その他

調査の結果について文部科学省専門官牧野氏との打ち合わせ（平

成２６年１２月２２日（木）実施）に基づいて、今後の事業遂行

計画の具体的な内容・スケジュールについて実施計画の検討を行

った。

【参考 文部科学省専門官牧野氏指導内容】

・アンケート回収について、無駄のない工夫を行って欲し

い。

・１５０通送付予定

・アウトソースする場合の仕様書のあり方の注意。

・アンケート設問の内容について、再考の必要あり。

・アンケートの通信費については、当該委託事業の通信費か
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店で郊外店など複数にまたがる特徴については、アンケー

トの結果にて検証する計画である

○アンケート調査の活用方策について、具体的にどのように

フィードバックさせるか等のプランを明示すること

また、アンケート実施について、事業としての位置づけを

再確認すること

→教材作成のためのケーススタディの資料としたいと考えて

いる

具体事例の掘り起こしや、教材開発のヒントとなる事例を

より多く集め、その傾向を把握したい。

→本校をとりまく首都圏の美容師の就業状況や離職退職に対

しての現状把握について参考とし、その対策のヒントとし

たい。

→高等専修学校生の就業実態と、その対策についての高等専

修学校ならではの教育プログラムの開発について参考とし

たい

→高等専修学校生の就業意識と就職先である現場でのリアル

な事例とのギャップについて多くの事例を集めたい

→その多くの事例から傾向と対策を構築する計画であるが、

アンケートだけでは読みきれない繊細で微妙なニュアンス

については、インタビューを行う

→また、全体的な傾向との比較を切り口に、個別事例掘り起

こしのヒアリングの際のヒントとなりえるものと考えてい

る

→類型化の線引きについて、我々の仮説についての検証を行

い、今後の類型化の精度向上の参考としたい。

付記

平成２９年１月１０日上記の件に返信

以上
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会議名 調査･評価委員会 開発委員会

開催日時 平成２９年１月１７日（火）

１０：３０～１２：３０（２ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ➀委員

佐谷肇、工藤佑輝、渡辺真由美、若松伸佳（計４名）

②オブザーバー

なし

③事務局

なし

（参加者合計４名）

議題等 進行 若松

【議 題】

○教材開発スケジュールの再確認

○アンケート実施について

○ヒアリング実施について

○アンケート及びヒアリングの教材開発へのフィードバック

○ 構築について

○実証講座実施について

○全体スケジュールについての再確認

○その他

調査の結果について文部科学省専門官牧野氏との打ち合わせ（平

成２６年１２月２２日（木）実施）に基づいて、今後の事業遂行

計画の具体的な内容・スケジュールについて実施計画の検討を行

った。

【参考 文部科学省専門官牧野氏指導内容】

・アンケート回収について、無駄のない工夫を行って欲し

い。

・１５０通送付予定

・アウトソースする場合の仕様書のあり方の注意。

・アンケート設問の内容について、再考の必要あり。

・アンケートの通信費については、当該委託事業の通信費か
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ら充当させることを明記すること。

・アンケートよりもヒアリングを増やしたほうが、実態が調

査できるのではないか。

・アンケートが戻ってきたサロンについて、再アンケートす

るなど深堀していったほうが、より良いのではないか。

・今年は、仮説立てて抽出したいくつかのサロンタイプにつ

いて優先して調査を行う。仮説以外のサロンタイプがあっ

たときは、次年度の調査対象にしてはどうか。

若松より

主目的について

主目的は、特徴あるカリキュラムの開発である。

当事業は、サロンを提供技術や客層、料金体系などからセグメ

ンテーションを行い、特化した接遇カリキュラムを開発すること

を目的としている。

そのカリキュラム開発とその検証のための指標の材料として、

アンケートやヒアリングなど現状の実態調査を進めていきたい。

これにより、サロンタイプの類型化のためのひとつの基準軸策定

につながると考えている。

現在世の中にある既存の顧客セグメンテーションの切り分け

では、高等専修学校としての美容師の中核人材育成教育には過不

足がある。

というのは、ここ数年、差別化された特色のあるサロン・店舗

への就職希望者が多くなってきている反面、それらのサロンへ就

業した際に必要とされるサービス接遇スキルに関しての教育は

現在のところ充実しているとは言い難い。広く浅く標準的な基本

接遇教育のみを展開するに留まっている。

接遇教育に対し、具体的な事例を多角的に掘り下げていくなど

の研究機会を得ることは、単独校としては限界があり、また偏り

も出やすい。具体事例やサロンの現状を知るためには、客観性を

担保するためのある程度の母数が必要ではないかと考えている。

サロンアンケートについて

今年は仮説を立てたサロンタイプについて調査を行い、仮

説以外のサロンタイプがあったときは、次年度の調査対象

にしてはどうかというご意見をいただいた。調査方法は、

サロン類型調査票やアンケートではなく、卒業生が就職し
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ているサロンに限定してヒアリング行うほうが効果的だ

とのご意見もいただいた。また、調査範囲についても日本

全国の調査をするよりも、学校の周囲を中心に行うことが

有効である、というご意見もいただいた。これらの調査方

法について再検討し、もう一度、文部科学省へ説明に伺う

予定である。

佐谷委員より

調査・評価方法について

先ほど若松委員より、実施の検討をとの報告があったが、 調

査・評価委員会では、より多くの実践的な接遇事例を掘り起こ

そうという主旨で、委員の鶴貝先生にお力添えをいただき、東

京都美容生活衛生同業組合へもサロンアンケートのご協力を

いただけるように進めていた。この協力により、回収率につい

ても大幅な上昇が期待できる。

渡辺委員より

カリキュラム開発について

サロンと卒業生へ実態調査を行い、それらに基づいたサロン類

型別の接遇教育について、事例型実践接遇教育プログラムを開

発する計画であった。

文部科学省の担当官の方より、サロンタイプを仮説立てして進

めたらどうかというご意見をいただいたので、今回、特化して

いるという部分で理解しやすい、ブライダルと福祉美容のどち

らかについて、カリキュラムの開発をしてはどうかと検討して

いる。

この開発の着手の是非についても文部科学省担当官にご確認

願いたい。

現在、顧客のニーズは多様化しており、サロンも激しい競争の

中、差別化を進め生き残りを図っている。カリキュラム内容に

関しては、接客スキル・接遇法と大きくひとくくりになっては

いるが、質問の仕方ひとつ、謝罪の言葉ひとつにしても、サロ

ンごとに大きな差異がある。

また、高等専修学校生の特性のひとつとして、専門学校を卒業

して就職する学生よりも、高等専修学校を卒業して就職する生

徒は年齢も若く社会経験も不足しており、接遇・接客スキルの
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ら充当させることを明記すること。
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不足感は否めない。就職するサロン側に実践的な接客教育を全

て任せてしまうことにも問題がある。例えば、 としてスタ

ッフから顧客応対に対して少しの注意を受けただけで、就労意

欲が著しく低下し、そのまま離職してしまうことさえある。

一般的・基礎的な接遇以外の、さまざまな接遇があるという具

体的事例を学んでおくだけで、就職先で壁にぶつかった時に乗

り越えられる材料になると考えている。

佐谷委員

高等専修学校の発展のために、代表校として行っているもの

なので、他の理美容の高等専修学校でも使えるようなものに

しなければならない。したがって調査も東京だけではなく、

広域で調査を行う必要があるではないか。

工藤委員

アンケート内容についてはいかがなっているか。

若松

アンケートの内容について

アンケートの設問に関し内容を精査する必要がある。加えて、

この事業についての詳細解説を前文として添付し、回答者に

実施目的を理解してもらうなど工夫する予定である。その

後、文部科学省担当官から指導を仰ぎ、事業計画に沿って進

めていきたいと考えている。

アンケートの内容について、具体的な再整理を行う。これに

は各委員長にご協力頂きたい。

教材開発に関しては、文部科学省担当官に確認する。

佐谷委員長、渡辺委員長

了解

以上
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会議名 実施委員会、モデルカリキュラム開発委員会、調査・評価委員会

（第３回合同委員会）

開催日時 平成２９年１月３１日（火）

１５：００～１７：００（２ ０ｈ）

場所 国際理容美容専門学校 会議室（東京都荒川区）

出席者 ①委員

清水信一、平田眞一、谷本佳隆、石川正剛、寺嶋卓、

鶴貝トモコ、大沼孝三、石川真樹、和田美義、若松伸佳、

佐谷肇、渡辺真由美、工藤佑輝（計１３名）

②オブザーバー

なし

③事務局

五十嵐久乃（計１名）

（参加者合計１４名）

議題等 議事進行 若松

‣ 国際理容美容専門学校 校長 和田より挨拶

‣ 委員の皆様へ協力への御礼

全国高等専修学校協会 会長 清水先生より挨拶

‣ 高等専修学校をとりまく現状と将来への取り組みについて

若松委員より、事業全体の構成と現在までの進捗について説明。

事業全体の構成と現在までの進捗について、一連の報告を

行った。

中でも昨年より課題となっていたアンケートに関し、文部

科学省担当官牧野専門官からのご指導により、実施に至った
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経緯について丁寧に説明を行った。

具体的内容は作成・配布・回収について研究し、より効果

のあるものとなるよう創意工夫を行った。その上の研究、そ

の後、調査委員会、教材開発委員会の各委員長へ事業の進捗

について報告を求めた。

佐谷委員より、調査についての報告。

アンケートは１５７店舗を対象に送付した。本日現在での

回収は５６通であるが、２週間という短い期間で、また年始

の忙しい中での協力については、本当に感謝している。

アンケートの結果から、ほとんどのサロンにおいて、専門

課程と高等課程の卒業者に対し、入社後の業務に違いがない

ということがわかった。但し、高等課程卒業者に対しては、

分かるまで教える、あせらせない、専門課程卒業者の同期と

仲良くできるように配慮する、ご両親とコミュニケーション

を図るといった育成段階で違いがあるサロンがあり、高等課

程の卒業者に対応についてサロン側での配慮があることも

分かった。

また、サロンからは高等課程のカリキュラムに対し、大人

社会の常識をしっかりと教えてほしいや、現場体験をもっと

しっかりやらせてほしいといった意見があった。

アンケートの結果から、婚礼や福祉美容・出張美容というメ

ニューについては、メインではないが提供しているというサ

ロンが意外と多くあり、こういった通常とは異なるメニュー

の提供時に必要となる接遇業務について学ぶためのカリキ

ュラムの必要性が感じられた。また、アンケートから、新人

美容師がお客様からご指摘をいただく内容が、サロン類型に
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より特色があることがわかり、必要とされる接遇の傾向を読

み取れる内容となった。

現在、これらのアンケート結果を基に、業態の違うサロン

を選び、具体的な接遇の違いについてヒアリングを行ってい

る。

渡辺委員より、モデルカリキュラムの開発について説明。

現在、アンケートとヒアリングの結果から、教材作成のた

めの準備を行っている。昨年度は基本編の教材を作成した

が、今年はサロン類型によって求められる接遇の違いについ

て学べる教材を目指し開発する予定である。

身だしなみ、お出迎えとお見送り、荷物のお預かりとお渡

し、席へのご案内、お茶だしという業務にわけて、若者層、

中高年層、高級層、介護、ブライダル、校外型というサロン

類型により接遇の違いを学べる教材作成の準備を進めてい

る。

実証講座については、国家試験が終わり次第、高等科２年

生を対象に行っていく予定。



 

 
 

- 38 - 
 

経緯について丁寧に説明を行った。

具体的内容は作成・配布・回収について研究し、より効果

のあるものとなるよう創意工夫を行った。その上の研究、そ

の後、調査委員会、教材開発委員会の各委員長へ事業の進捗

について報告を求めた。

佐谷委員より、調査についての報告。

アンケートは１５７店舗を対象に送付した。本日現在での

回収は５６通であるが、２週間という短い期間で、また年始

の忙しい中での協力については、本当に感謝している。

アンケートの結果から、ほとんどのサロンにおいて、専門

課程と高等課程の卒業者に対し、入社後の業務に違いがない

ということがわかった。但し、高等課程卒業者に対しては、

分かるまで教える、あせらせない、専門課程卒業者の同期と

仲良くできるように配慮する、ご両親とコミュニケーション

を図るといった育成段階で違いがあるサロンがあり、高等課

程の卒業者に対応についてサロン側での配慮があることも

分かった。

また、サロンからは高等課程のカリキュラムに対し、大人

社会の常識をしっかりと教えてほしいや、現場体験をもっと

しっかりやらせてほしいといった意見があった。

アンケートの結果から、婚礼や福祉美容・出張美容というメ

ニューについては、メインではないが提供しているというサ

ロンが意外と多くあり、こういった通常とは異なるメニュー

の提供時に必要となる接遇業務について学ぶためのカリキ

ュラムの必要性が感じられた。また、アンケートから、新人

美容師がお客様からご指摘をいただく内容が、サロン類型に

 

 
 

- 39 - 
 

より特色があることがわかり、必要とされる接遇の傾向を読

み取れる内容となった。

現在、これらのアンケート結果を基に、業態の違うサロン

を選び、具体的な接遇の違いについてヒアリングを行ってい

る。

渡辺委員より、モデルカリキュラムの開発について説明。

現在、アンケートとヒアリングの結果から、教材作成のた

めの準備を行っている。昨年度は基本編の教材を作成した

が、今年はサロン類型によって求められる接遇の違いについ

て学べる教材を目指し開発する予定である。

身だしなみ、お出迎えとお見送り、荷物のお預かりとお渡

し、席へのご案内、お茶だしという業務にわけて、若者層、

中高年層、高級層、介護、ブライダル、校外型というサロン

類型により接遇の違いを学べる教材作成の準備を進めてい

る。

実証講座については、国家試験が終わり次第、高等科２年

生を対象に行っていく予定。



 

 
 

- 40 - 
 

Ｑ 専門用語が多い教材は、わかりにくいので、できるだけ他分

野の生徒や一般の人にもわかるような言葉を使用して教材

を作ったほうが良い。

Ａ．検討いたします。

Ｑ． サロンに入店する際に、心の準備ができるような評価表や

チェックシートを作ってはどうか。何が必要かは今後のヒ

アリングでも確認できるのではないか。

Ａ  昨年作成したチェックシートを基にカスタマイズできるか

を含めて、検討いたします。

Ｑ 私の経営するサロンも校外店と都心店では、言葉遣いが違

っていて、お客様の様子も違う。でもどちらも人としての暖

かさが必要になるので、そこは教材に含めてほしい。

Ａ 検討いたします。

Ｑ 教材で学ぶ接遇の内容が、現場で求められるものと異なっ

た場合に生徒が戸惑わないように、こういうパターンもあ

るという記載にし、こうしなければいけないという刷り込

みにならないように注意を払って作成をしてほしい。現場

では、いろいろな接遇がいろいろな場面で求められるとい

うことを学べる教材が良い。

Ａ 検討いたします。

Ｑ 今回作成した教材を使い、インターンシップ前に接遇を学ん

だ後にいくつかのタイプが違うサロンでインターンシップ

を行えば、学んだ内容を実際に経験できるのでより良い流
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れになる。１人で様々なタイプのサロンに行くことが時間

的に難しければ、インターンシップ先が違う分類に行った

生徒同士や、同じ分類のサロン行った生徒同士でディスカ

ッションすれば、よりよい教育効果があるのではないか。

Ａ 検討いたします。

平田委員よりまとめ

時間が限られていますが、やり遂げましょう。

和田委員長より閉めの挨拶

参加者への謝辞。いただきましたご意見を基に、より良い教材

の作成を目指してまいります。

事務局より連絡事項

次回は来年２月１７日（金）。アルカディア市ヶ谷にて開催の

予定。

会議名 実施委員会、モデルカリキュラム開発委員会、調査・評価委員会

（第４回合同委員会）

開催日時 平成２９年２月１７日（金）

１２：００～１４：００（２ ０ｈ）

場所 アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区）

出席者 ①委員

平田眞一、関本惠一、谷本佳隆、石川正剛、大沼孝三、白坂春光、
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Ｑ 専門用語が多い教材は、わかりにくいので、できるだけ他分

野の生徒や一般の人にもわかるような言葉を使用して教材
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Ｑ． サロンに入店する際に、心の準備ができるような評価表や
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石川真樹、寺嶋卓、若松伸佳、佐谷肇、渡辺真由美、工藤佑輝

（計１２名）

②オブザーバー

なし

③事務局

五十嵐久乃（計１名）

（参加者合計１３名）

議題等 議事進行 若松

国際理容美容専門学校 副校長 佐谷より挨拶

委員の皆様へ協力への御礼

佐谷委員より、調査・評価委員会の報告。

アンケートは１５７店舗を対象に送付した。年初めの忙しい時

期であったが、多くのサロンにご協力いただくことができ、本

日までに約６０のサロンよりアンケートの回答をいただいた。

また、ヒアリングを約１０サロンに対し行い、アンケートで回

答いただいた内容について、より詳しいお話を伺うことが出来

た。調査・評価委員会の委員である大沼先生、白坂先生、石川

先生のサロンにもヒアリングにご協力をいただいた。

今回のアンケートの結果から、サロンの類型を①若年層・ＯＬ

向け店、②中高年層向け店、③高級店、④郊外店、⑤福祉サー

ビス店、⑥ブライダルサービス提供店の６つのタイプの類型に

分けられることがわかった。また、アンケート及びヒアリング

の結果から、それぞれの類型別で求められる接遇のパターンを

導き出し、高等課程の生徒に教えるための指導案作成を行っ

た。

渡辺委員より モデルカリキュラム開発委員会の報告。

アンケート及びヒアリングの結果から開発した教材を使い、高

等科２年生を対象に実証講座を行った。

２年生はインターンシップの際に、サロンにおける接遇を間近

で見てきたせいか、皆真剣に学ぶ姿勢を持って授業を受けてい

た。様々なタイプのサロンにより、またお客様によって接遇に

変化をつけなければいけないことが、今回の授業で理解できた
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様子だった。次年度に入るとすぐに就職活動が始まるが、就職

した後に自分がどのような業務をおこなうのかがよりイメー

ジしやすくなり、就職先のサロンを選ぶ際の一助にもなると感

じた。

工藤委員より ホームページによる情報公開について報告。

現在、まだ文部科学省に仕様書を提出している最中であるが、

通った場合は、昨年よりも充実したサイトを作成できるよう内

容をまとめている。

Ｑ 今回行ったアンケートやヒアリングは、現場の生の情報が詰

まっているので、得た情報はなるべく多く教材として使用して

欲しい。また、インターンシップ前の教育にかなり生かしてい

ける内容だと感じるので、開発している教材は広く普及を図っ

ていただきたい。

Ａ 取り組んでまいります。

Ｑ このような美容業界に特化した接遇の教材は今までなかった

ので、とても素晴らしいものになったと思う。高等課程の生

徒が業界を理解する材料にもなると思う。それだけに今後ど

のようにこの教材を使った授業を展開していくかが大事に

なっていくと感じる。良い教材ができても、これを活用する
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ための時間をつくって、いかに活用するかが大事である。

Ａ 次年度以降のインターンシップの前後の授業、そして就職指

導にも絡めて教材を使用した授業を展開したいと考えてい

ます。

Ｑ 使用している言葉が少し難しいものがあるように思う。例え

ば離反するという言葉は、失客やお客様が離れるといった言

葉にしたほうが、高等課程の生徒にはわかりやすいのではな

いか？

また、キャリアという言葉は、人により受け取り方が違うの

で、より丁寧に記載をしたほうが良いと感じる。

Ａ 再度見直してまいります。

Ｑ 業界での言い回しについての記載があると、就職後も見直し

て使えるものになるのではないか？

Ａ 今後の課題にいたします。

Ｑ 接遇は、美容業界においてかかせない業務である。現在は就

職先のサロンに任せきりになってしまっている接遇教育が、

とても重要であるということがわかったこともこの事業の

成果だと感じる。

これを機にサロンと学校とで接遇教育の連携が図れるように

なると良いと考える。

Ａ 検討いたします。

Ｑ この教材を使用した授業を行う教員にも指導力のばらつきが

あるだろう。そこで、教員や新人教育を行う年齢の卒業生や

サロンオーナーたちが一緒に教える側の指導方法を学ぶ場

を作ってはどうだろうか。

Ａ 検討いたします。

Ｑ 将来こういうサロンで働きたいという具体的なサロン像を持

っている生徒が授業を受けたときに、接遇業務についての興

味もあるので学ぶことが入っていきやすいだろう。

授業で類型タイプ別の接遇を学ぶことで、就職後に本人もサ

ロン側も接遇についての苦労が少なくなり、離職率の低下に
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つながるのではないだろうか。

Ａ 取り組んでまいります。

Ｑ サロンのアンケートに、高等課程卒の従業員の保護者とサロ

ン側が面談を行っているという回答があったが、面談をおこ

なうメリットは何か。

Ａ 保護者とサロン側が話をすることで、保護者もサロンで働く

ことに対して理解が深まり、応援をしてくれるようである。

退職を希望した従業員が両親の応援により、その後も就労し

たという話も聞いている。生徒の気質にもよるが、退職防止

策にもなっていると考える。

関本委員よりまとめ

高等課程生徒にはより手厚い指導が必要である。今後も教材の

開発を続けてほしい。

平田委員より閉めのご挨拶

今後も専門学校、高等専修学校において実技を学ぶと、卒業後

に就職先でどのような効果が出るのかをについて研究を続け

ていただきたい。

事務局より連絡事項

この後、 ： より全国高等専修学校協会主催の委託事業合

同成果報告会が別会場で行われます。ぜひご参加ください。

第２項 成果報告会

平成 29 年 2 月 17 日（金）アルカディア市ヶ谷にて、今年度の本事業活動の

内容とまとめを報告した。 

平成２８年度 文部科学省 

「成長分野における中核的人材養成の戦略的推進事業」 

高等専修学校高専連携分野・発達障がい分野 成果報告会 及び 合同委員会 
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文部科学省委託事業 高等専修学校高専連携分野・発達障がい分野

成果報告会（案）

【開催日時】平成２９年２月１７日（金） １４：００～１６：００

【会 場】アルカディア市ヶ谷 ５階「穂高」

時 間 内 容 ・ 講 師（敬称略）

～

～

～

～

～

～

～

～

開会あいさつ 全国高等専修学校協会会長 清水 信一

来賓あいさつ 文部科学省専修学校教育振興室 牧野 浩司 専門官

高等専修学校 高専連携分野 成果

「高等専修学校におけるインターンシップ及び 教材の活用による

教育プログラムの開発」（大岡学園高等専修学校）

「サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成のプログラ

ム開発」（国際理容美容専門学校）

「高等専修学校における介護福祉人材養成のための産学官連携による

実践的な職業教育の構築―地域版教育プログラムの開発・検証―」（安

城生活福祉高等専修学校）

高等専修学校 発達障がい分野 成果報告

「高等専修学校における発達障がい若しくは支援や特別措置が必要な

生徒に対する支援システムの構築」

（大岡学園高等専修学校）

「混合教育の教育効果の実証と普及・啓発及び発達障害など特別に配慮

が必要な生徒が学ぶための教育カリキュラムの開発・実証事業」（武蔵

野東高等専修学校）

「発達障害のある生徒など特別に配慮が必要な生徒の就労支援及び卒

業後の定着フォロー支援の普及事業」

（武蔵野東高等専修学校）
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～

講評 文部科学省専修学校教育振興室

閉会式

※発表時間は各校 分間です。
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第３章 事業及び教育プログラムの内容

 

第１節 事業の目的と内容

高等専修学校を卒業した新人美容師が担うことになる業務の主となる部分は、

美容技術というよりも、技術のヘルプと、接客接遇業務になる。高等専修学校の

教育の中で、美容師国家資格を取得させることから、必須となる衛生に関する知

識や、美容技術については学修し、修練を重ねているが、接遇業務については、

インターンシップの事前準備やキャリア教育の一環として行う範囲にとどまっ

ている。

本事業においては、平成２７年度において、接遇業務の基礎を教育カリキュラ

ムとして切り出し、インターンシップで実務に触れる前後に活用する教育プログ

ラムを開発した。

高等専修学校生がインターンシップ先で行う仕事の多くに接遇業務があるこ

とから、学んだことをすぐに活用できたことは、生徒にとってもサロンにとって

も有用であることが確認できた。

しかしながら一方で、学んだ基本的な接遇業務とは異なる“サロンのそれぞれ

のやり方の違い”があることも、インターンシップの振り返りの場で、改めて確

認できた。

これは、サロンがそれぞれ競争環境の中、ターゲット顧客を絞り込んでサロン

コンセプトを設定し、ターゲット顧客の期待に応じたサービスを提供しているこ

とに起因する。

顧客の年齢層やサービスの価格帯、立地条件など、様々な要因を複合させて、

サロンは差別化を図り、美容の技術だけでなく、お出迎えからお見送りまでを一

貫したコンセプトの元、業務設計する。

高等専修学校を卒業した新人美容師は、高等学校卒業後に入学して美容師資

格を取得して卒業する専門学校生に比べても若く、社会経験には未熟な部分があ
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る。そのため、社会には様々なお客様が存在し、サロンに対する期待やニーズに

も千差万別なものがあって、「お客様の潜在的な期待を理解してサービス提供す

る」といった抽象的な表現では、具体的に適した行動としてお客様に接すること

は難しい。

そのため、本事業においては、平成 年度の成果を更に深めて、コンセプト

の相違が明確なサロンの典型を設定し、それぞれの典型（特徴的なサロン）では、

お客様のお出迎え、お荷物のお預かり、お席へのご案内、雑誌出し・お茶出し、

そしてお見送りといった一連の接遇業務が、どのように異なるかを研究すること

で、実践的な教育コンテンツとして開発することとした。

事業は、大きく３つの段階に分け、推進した。

） サロンの類型化

有識者、及び美容産業界における経営者、実務者の委員の知見を元

に、サロンの類型仮説を作成した。一般的なサロンの分類ではなく、

あくまで新人美容師が任される接遇業務上の大きな違いが生じると

思われる典型について、モデル（類型）を設定し、また類型を判断で

きると推定される指標について、調査設計に盛り込み、アンケートで

確認した。
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加えて、アンケートでは、新人美容師に任せる接遇業務の内訳や、

具体的な接遇業務の内容について把握を行う。

その上で、アンケート調査結果を分析することにより、大衆店と高

級店を分ける（新人美容師の所作が変わる）のは、客単価がいくらぐ

らいのラインぐらいが妥当なのかといった閾値の目安について検証

した。

） 類型別の新人美容師の接遇業務事例の収集

ヒアリング調査により、教材開発に盛り込む類型によって異なる

具体的な接遇業務について情報収集を行う。

高等専修学校を卒業した新人美容師に対する業務研修の内容や、

実務での失敗事例などを、各類型のサロンに調査協力を依頼して、サ

ロン類型毎の相違点を業務担当者の所作や意識の違いとしてクロー

ズアップする形で、把握する。

） 教材開発

昨年度のアドバンスド版として、接遇業務のあり方を一歩深め、サ

ロン類型の解説と共に、類型毎にお出迎えからお見送りの接遇業務

アンケート調査・ヒアリング調査の意義

 分類に繋がると考えられる項目の適切性の検証や、閾値（地域性の有無も含め）を検証
する。

 同時に、類型に応じた接遇業務の違いをヒアリングすることで教材コンテンツに資する。

サロン類型化のモデル開発
サロンの運営実態から本事業で定義す
るサロン類型を判別するモデル

①有識者による類型モデルの仮説
と分類項目の作成

②アンケートによる分類項目の
妥当性の検証

③ヒアリングによる実態確認（モ
デル案の検証）と実務情報収集

サロン類型ごとの接遇業務の違いの教材化

実際のサロンの類型化モデルの提示

 様々な就職先サロンの違いに応じて、求
められる実践的な内容の学習

 生徒が目指すキャリアの方向性に応じた
必要スキルの理解と修得

調査活動の成果

 調査票を用いてサロンを類型化すること
が可能

 キャリア教育、及び就職支援において
（給与や勤務地といった勤務条件を超え
て）仕事の中身を理解した選択による離
職率の低減
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の違いや注意点を教材化する。

高等専修学校生がインターンシップとして参画するサロン、ある

いは就職先として選択するサロンがどの類型に近いかといった形で

理解ができ、また日々の仕事において周囲すべき点を修得した上で

実務に着くことができる。

開発する教材は、生徒用のテキストブックと、教師用の指導書に分

け、両教材が同時進行的にページを薦められる構成とすることで、本

事業成果を多くの学校で利活用できるように努めた。
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第２節 サロン類型の把握

第１項 調査の概要

新人美容師に任される接遇業務の違いを明らかにすることを目的に、サロン

をターゲット顧客層や顧客からのサロンへの期待によって、特徴的な類型（典

型）に区分するための指標を調査によって明確化した。 

実務経験者・教育者等有識者の意見を元に、類型仮説を作成し、類型を分類

することに関連すると思われる指標を合わせて調査した。 

調査結果を元に、類型を区分することに適する境界線を設定する。 

また、合わせて、類型の違いによる新人美容師が担う接遇業務の違いについ

て、アンケートでの情報収集に加え、ヒアリングによる補完を行って、実態を

把握する。 

 

第２項 アンケート調査

a-1：アンケート調査の目的 

新人美容師に求められる主業務となる”接遇業務”について、高等専修

学校における実践的な教育を開発するために、顧客年齢層や提供する技術

内容、業態や価格など、美容サロンの”類型”に応じて、新人美容師に求

められる接遇業務の違いを明らかにする。 

ひいては、生徒がそれぞれの業態に特化した美容サロンにおけるマナー

やルールを事前に学んでおくことで、就労に対する心構えが出来、人生に

おけるキャリアビジョンが描けるようになると共に、雇用のミスマッチを

予防し早期離職を防ぐ効果も期待が出来る。 

 

a-2：アンケート調査の対象 
本学の卒業生が就職するなどして、関係性を有するサロン、及び後援会

に加盟するサロンなど１５７サロン。 
 
a-3：アンケート調査内容 

次ページ参照。 
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の違いや注意点を教材化する。

高等専修学校生がインターンシップとして参画するサロン、ある

いは就職先として選択するサロンがどの類型に近いかといった形で

理解ができ、また日々の仕事において周囲すべき点を修得した上で

実務に着くことができる。

開発する教材は、生徒用のテキストブックと、教師用の指導書に分

け、両教材が同時進行的にページを薦められる構成とすることで、本

事業成果を多くの学校で利活用できるように努めた。
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第２節 サロン類型の把握

第１項 調査の概要

新人美容師に任される接遇業務の違いを明らかにすることを目的に、サロン
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実務経験者・教育者等有識者の意見を元に、類型仮説を作成し、類型を分類
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内容、業態や価格など、美容サロンの”類型”に応じて、新人美容師に求

められる接遇業務の違いを明らかにする。 

ひいては、生徒がそれぞれの業態に特化した美容サロンにおけるマナー

やルールを事前に学んでおくことで、就労に対する心構えが出来、人生に

おけるキャリアビジョンが描けるようになると共に、雇用のミスマッチを

予防し早期離職を防ぐ効果も期待が出来る。 

 

a-2：アンケート調査の対象 
本学の卒業生が就職するなどして、関係性を有するサロン、及び後援会

に加盟するサロンなど１５７サロン。 
 
a-3：アンケート調査内容 

次ページ参照。 
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◆アンケート依頼文 

平成２９年１月１２日 
 
開設者各位 

学校法人 国際共立学園 
国際理容美容専門学校 
プロジェクト実施委員長 
理事長・校長 和田美義 

 
文部科学省委託事業 

 
平成 28 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」 

『サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』に

関するアンケートのお願い 
 
拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より本学園へのご協力と

ご理解を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、昨年度より本学園では、文部科学省より委託を受け、教育研究開発事業と

して『サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』事

業に関し幹事校としてプロジェクトを立ち上げ、取り組んでおります。 
この教育研究開発事業は、高等専修学校卒業生が特徴ある就業先において実践的

接遇業務を行えるための教育プログラムを開発する、というものです。 
この事業実施に伴い、高等課程美容高等科卒業生の就業先サロンのアンケートに

よる実態調査を計画しております。アンケートの概要・背景と目的に関しては以下

の通りです。 
つきましては、ご多忙中のとこと誠に恐縮ではございますが、『サロン類型に応

じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』に関するアンケートを同

封いたしましたので、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。ご記入

いただいたアンケートは １月２５日（水）までにご返送下されば幸いです。 
なお、ご協力頂きました皆様で、このアンケートの結果をご希望される方には、

集計がまとまりましたら送付させていただきますので、アンケートの最後の部分に

送付先のご記入をお願い致します。また、内容など詳細についてのご質問等ござい

ましたら下記担当者までお問い合わせ下さい。 
敬具 
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【お問い合わせ先】 
学校法人 国際共立学園

国際理容美容専門学校 
文部科学省委託事業プロジェクト  
調査・評価委員会 委員長 佐谷 肇 
〒１１６－００１４ 
東京都荒川区東日暮里５－１７－１２ 
電話 ０３－３８０３－６６９６ 

 
記 

 
【事業の背景と目的】 
本調査及び接遇教育カリキュラム開発の背景として、高等専修学校を卒業後に、

就職先美容サロンから新人美容師に求められる業務は、主として接遇業務が上げら

れており、高等専修学校におきましても接遇教育を重視した教育を行ってまいりま

した。しかしながら、現代の美容業界では顧客年齢層や提供する技術内容、業態や

価格など、様々な内容でいずれかに特化した個性をもつ美容サロンが現れるように

なり、従来の高等専修学校で行ってきた画一化された一般常識教育や基礎的接遇教

育のみでは、就職後に求められるそれぞれの業態に特化した美容サロンにおける実

践的接遇業務の内容までは補完できていないのが現状です。 
基本的な接客接遇法は習得したものの、個性ある特化した美容サロンにおける業

態や、その業態で就労する際のきめ細やかなマナーやルールについての理解が浅い

まま就職してしまうことも多く、接客接遇方法のミスマッチなどが起こり、就業者

自身のモチベーションの低下を招くなど、ネガティブな一面が想定されます。 
また、高等専修学校を卒業する生徒は、専修学校を卒業する学生と比較し、社会

経験が少なく、肉体的にも精神的にも未成熟であるため、何か困難が起こった時に

問題解決の糸口や乗り越える方策もつかめぬまま、就業をあきらめてしまうことも

少なくありません。 
生徒がそれぞれの業態に特化した美容サロンにおけるマナーやルールを事前に

学んでおくことで、就労に対する心構えが出来、人生におけるキャリアビジョンが

描けるようになると共に、雇用のミスマッチを予防し早期離職を防ぐ効果も期待が

出来ると考えます。 
この事業実施に伴い、高等課程美容高等科卒業生の就業先である美容室のアンケ

ートによる実態調査を計画しております。 
以上 
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◆アンケート依頼文 

平成２９年１月１２日 
 
開設者各位 

学校法人 国際共立学園 
国際理容美容専門学校 
プロジェクト実施委員長 
理事長・校長 和田美義 

 
文部科学省委託事業 

 
平成 28 年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」 

『サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』に

関するアンケートのお願い 
 
拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より本学園へのご協力と

ご理解を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、昨年度より本学園では、文部科学省より委託を受け、教育研究開発事業と

して『サロン類型に応じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』事

業に関し幹事校としてプロジェクトを立ち上げ、取り組んでおります。 
この教育研究開発事業は、高等専修学校卒業生が特徴ある就業先において実践的

接遇業務を行えるための教育プログラムを開発する、というものです。 
この事業実施に伴い、高等課程美容高等科卒業生の就業先サロンのアンケートに

よる実態調査を計画しております。アンケートの概要・背景と目的に関しては以下

の通りです。 
つきましては、ご多忙中のとこと誠に恐縮ではございますが、『サロン類型に応

じた実践的接遇ができる美容師人材育成プログラム開発』に関するアンケートを同

封いたしましたので、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。ご記入

いただいたアンケートは １月２５日（水）までにご返送下されば幸いです。 
なお、ご協力頂きました皆様で、このアンケートの結果をご希望される方には、

集計がまとまりましたら送付させていただきますので、アンケートの最後の部分に

送付先のご記入をお願い致します。また、内容など詳細についてのご質問等ござい

ましたら下記担当者までお問い合わせ下さい。 
敬具 
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【お問い合わせ先】 
学校法人 国際共立学園

国際理容美容専門学校 
文部科学省委託事業プロジェクト  
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電話 ０３－３８０３－６６９６ 
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【事業の背景と目的】 
本調査及び接遇教育カリキュラム開発の背景として、高等専修学校を卒業後に、

就職先美容サロンから新人美容師に求められる業務は、主として接遇業務が上げら

れており、高等専修学校におきましても接遇教育を重視した教育を行ってまいりま

した。しかしながら、現代の美容業界では顧客年齢層や提供する技術内容、業態や

価格など、様々な内容でいずれかに特化した個性をもつ美容サロンが現れるように

なり、従来の高等専修学校で行ってきた画一化された一般常識教育や基礎的接遇教

育のみでは、就職後に求められるそれぞれの業態に特化した美容サロンにおける実

践的接遇業務の内容までは補完できていないのが現状です。 
基本的な接客接遇法は習得したものの、個性ある特化した美容サロンにおける業

態や、その業態で就労する際のきめ細やかなマナーやルールについての理解が浅い

まま就職してしまうことも多く、接客接遇方法のミスマッチなどが起こり、就業者

自身のモチベーションの低下を招くなど、ネガティブな一面が想定されます。 
また、高等専修学校を卒業する生徒は、専修学校を卒業する学生と比較し、社会

経験が少なく、肉体的にも精神的にも未成熟であるため、何か困難が起こった時に

問題解決の糸口や乗り越える方策もつかめぬまま、就業をあきらめてしまうことも

少なくありません。 
生徒がそれぞれの業態に特化した美容サロンにおけるマナーやルールを事前に

学んでおくことで、就労に対する心構えが出来、人生におけるキャリアビジョンが

描けるようになると共に、雇用のミスマッチを予防し早期離職を防ぐ効果も期待が

出来ると考えます。 
この事業実施に伴い、高等課程美容高等科卒業生の就業先である美容室のアンケ

ートによる実態調査を計画しております。 
以上 
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◆アンケート調査票 

 

平成 28 年度 文部科学省委託事業 

 

「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業 

 

 
『サロン類型に応じた実践的接遇ができる 

美容師人材育成プログラム開発』に関する調査 

 

※ 平成２９年１月２５日までにご返送下さい。 
 
 
 
 
 

学校法人国際共立学園 

国際理容美容専門学校 

文部科学省委託事業 

調査・評価委員会 
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◆アンケート調査票 
 
 
サロンの基本情報について 
 
１．お客様の構成比について、年代別・男女別におおよその割合をご回答下さい。 
 

 大学生以下 20～35 歳 35～50 歳 50～65 歳 65 歳以上 

女性 ％ ％ ％ ％ ％ 

男性 ％ ％ ％ ％ ％ 

 
 
２．店舗の立地状況と、顧客単価の構成比について、 

２－①店舗の開設場所、及び提供しているメニューの選択肢に○をお付け下さい。

（複数回答可） 
２－②顧客単価についてのおおよその割合をご回答下さい。 
 
２－① 
店舗の開設場所 

①商店街 ②商業（雑居）ビル内 ③ショッピングモール内 ④百

貨店内 

⑤ホテル内 ⑥郊外型 ⑦自宅兼店舗 ⑧

住宅街 

⑨ 出 張 型 ⑩ 駅 前 ・ 繁 華 街 型 ⑪ そ の 他

（ ） 

提供しているメニュー ※最重要視しているメニューには◎を 

①カット ②カラー ③パーマ ④セット ⑤シャンプ

ー・ブロー 

⑥トリートメント ⑦ヘッドスパ ⑧縮毛矯正 ⑨メイク ⑩ネイル 

⑪着付け ⑫眉カット ⑬まつげエクステンション ⑭エクステ

ンション  

⑮ エ ス テ テ ィ ッ ク ⑯ 婚 礼 ⑰ 福 祉 美 容 ⑯ 出 張 美 容

（ ） 

⑱その他 （ ） 
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◆アンケート調査票 

 

平成 28 年度 文部科学省委託事業 
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２．店舗の立地状況と、顧客単価の構成比について、 

２－①店舗の開設場所、及び提供しているメニューの選択肢に○をお付け下さい。

（複数回答可） 
２－②顧客単価についてのおおよその割合をご回答下さい。 
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①商店街 ②商業（雑居）ビル内 ③ショッピングモール内 ④百
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⑤ホテル内 ⑥郊外型 ⑦自宅兼店舗 ⑧

住宅街 

⑨ 出 張 型 ⑩ 駅 前 ・ 繁 華 街 型 ⑪ そ の 他

（ ） 

提供しているメニュー ※最重要視しているメニューには◎を 

①カット ②カラー ③パーマ ④セット ⑤シャンプ

ー・ブロー 

⑥トリートメント ⑦ヘッドスパ ⑧縮毛矯正 ⑨メイク ⑩ネイル 

⑪着付け ⑫眉カット ⑬まつげエクステンション ⑭エクステ

ンション  
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（ ） 

⑱その他 （ ） 
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２－②顧客単価の分布 
 

2,000 円 
以下 

2,001 円～ 
5,000 円 

5,001 円～ 
8,000 円 

8,001 円～

10,000 円 
10,000 円 

以上 

％ ％ ％ ％ ％ 

３．経営理念・経営コンセプトはありますか。 
 

①ある → 設問４へ 
 

②ない → 設問６へ 
 
 
４．経営理念・経営コンセプトについて、差し支えの無い範囲で具体的にお答えくださ

い。 
※内容がわかる資料等あれば、ご同封頂けれ

ば幸いです。 
 
 
 
 
 
 
５．理念・コンセプトや個性を生かすために行う接客業務で、スタッフ間でのルールや

決まりごとなどがありましたらお答えください。 （回答後、設問６へ） 
 

a) 上品で洗練された言葉遣いや接遇を心がけている。 
b) お声がけする言葉に決まりごとがある（具体例：   

  ） 
c) お客様にはリラックスしていただけるようにフレンドリーな接遇を心がけてい

る。 
d) 接客業務には特別なルールはない。 
e) その他（       

  ） 
 
 
 
スタッフの勤務体系・就業について 
 
６．スタッフの勤務体系・働き方について、美容専門学校の卒業課程別に割合を教えて

ください。 
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高等課程 

（中学卒業後 
専門学校入学） 

専門課程 
（高校卒業後 

専門学校入学） 

通信課程 
その他 

①正社員 ％ ％ ％ 

②非正社員 
（アルバイト・パートタイム） 

％ ％ ％ 

③週末や季節など繁忙期のみ ％ ％ ％ 

④不定期 ％ ％ ％ 

⑤その他 ％ ％ ％ 

スタッフの離職について 
 
７．スタッフの離職時期について、専門学校の卒業課程別に割合をお答えください。 

また、入社後、勤務年数は何年位が理想とされているか、該当する期間に○印を記

入してください。 

 

 高等課程 専門課程 
通信課程 

その他（ ） 
理想 

勤務年数 

1 ヶ月 ％ ％ ％  

3 ヶ月 ％ ％ ％  

6 ヶ月 ％ ％ ％  

1 年 ％ ％ ％  

1.5 年 ％ ％ ％  

２年 ％ ％ ％  

３年 ％ ％ ％  

５年 ％ ％ ％  

１０年 ％ ％ ％  

１０年以上 ％ ％ ％  
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２－②顧客単価の分布 
 

2,000 円 
以下 

2,001 円～ 
5,000 円 

5,001 円～ 
8,000 円 

8,001 円～

10,000 円 
10,000 円 

以上 

％ ％ ％ ％ ％ 

３．経営理念・経営コンセプトはありますか。 
 

①ある → 設問４へ 
 

②ない → 設問６へ 
 
 
４．経営理念・経営コンセプトについて、差し支えの無い範囲で具体的にお答えくださ

い。 
※内容がわかる資料等あれば、ご同封頂けれ

ば幸いです。 
 
 
 
 
 
 
５．理念・コンセプトや個性を生かすために行う接客業務で、スタッフ間でのルールや

決まりごとなどがありましたらお答えください。 （回答後、設問６へ） 
 

a) 上品で洗練された言葉遣いや接遇を心がけている。 
b) お声がけする言葉に決まりごとがある（具体例：   

  ） 
c) お客様にはリラックスしていただけるようにフレンドリーな接遇を心がけてい

る。 
d) 接客業務には特別なルールはない。 
e) その他（       

  ） 
 
 
 
スタッフの勤務体系・就業について 
 
６．スタッフの勤務体系・働き方について、美容専門学校の卒業課程別に割合を教えて

ください。 
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高等課程 

（中学卒業後 
専門学校入学） 

専門課程 
（高校卒業後 

専門学校入学） 

通信課程 
その他 

①正社員 ％ ％ ％ 

②非正社員 
（アルバイト・パートタイム） 

％ ％ ％ 

③週末や季節など繁忙期のみ ％ ％ ％ 

④不定期 ％ ％ ％ 

⑤その他 ％ ％ ％ 

スタッフの離職について 
 
７．スタッフの離職時期について、専門学校の卒業課程別に割合をお答えください。 

また、入社後、勤務年数は何年位が理想とされているか、該当する期間に○印を記

入してください。 

 

 高等課程 専門課程 
通信課程 

その他（ ） 
理想 

勤務年数 

1 ヶ月 ％ ％ ％  

3 ヶ月 ％ ％ ％  

6 ヶ月 ％ ％ ％  

1 年 ％ ％ ％  

1.5 年 ％ ％ ％  

２年 ％ ％ ％  

３年 ％ ％ ％  

５年 ％ ％ ％  

１０年 ％ ％ ％  

１０年以上 ％ ％ ％  
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８．スタッフの離職原因について、可能性のあるもの全てに○印でご回答ください。（複

数回答 可） 
①スタッフ間の人間関係 ②給与・待遇 ③福利厚生  ④研修・育成

制度 
⑤サロンの指導方針 ⑥サロンの雰囲気とのミスマッチ ⑦就業時間 
⑧将来のキャリアプラン ⑨技術力不足 ⑩専門知識不足 ⑪接客力不足  
⑫適性 ⑬顧客との人間関係 
⑭その他 
 

 
 
９．上記設問８の中で、離職原因の大きかったもの上位３つの番号をご記入ください。 
 

１位（ ） ２位（ ） ３位（ ） 
 
10．スタッフの定着率を上げるための対策・防止策についてご回答ください。 

a) 対策を実施している 具体案： 
 

b) 対策を検討中である 具体案： 
 

c) 対策を実施する予定はない 
11．退職につながった具体的なエピソードがあれば、お答えください。 
 
 
 
 
新人教育について 
 
12 高等課程及び専門課程卒業後の新人スタッフ(１年以内程度)の業務内容について、

ご回答ください。 
 

接客業務 

（例）ご案内、お茶出し 
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施 術 

（例）ヘルプ、マッサージ 
 

 
 
13．接客に関する内容で、新人美容師に最初に教えるものがあればご回答ください。 
 
 
 
 
 
14．インターンシップを含めた入社１年以内の新人スタッフの接客で、お客様からお褒

めいただいた、 
もしくはご指摘いただいた出来事があれば、簡単にご回答ください。 
 
14－①お褒めいただいた出来事 

 
 
 
 
 

14－②ご指摘いただいた出来事  
例）施術中の会話で「マジですか？」と応答し、お客様に注意を受けた 

 
 
 
 
 
 
 
 

15．ご指摘いただいた出来事に対して、サロンとして行った指導内容（アドバイス）に

ついてご回答ください。 
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施 術 

（例）ヘルプ、マッサージ 
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出身課程別の相違について 
 
16．インターンシップも含め、高等課程卒業者と専門課程卒業者で入社後の業務に違い

はありますか。 
 

①ある → 設問１７へ ②ない → 設問１８へ 
 
 
 
17．高等課程卒業者と専門課程卒業者の業務の違いについてお尋ねします。 

17－① 接客業務と技術業務のどちらに違いがあるのか、○印でご回答ください。 
 

接客業務 ・ 技術業務 ・ どちらとも 
 
 
17－② 具体的にはどのような違いなのかご回答ください。 

 
 
接客業務 

 
 
技術業務 

 
 
 

17－③ 上記の違いは、どのくらいの期間で解消されますか。 
 

１ヶ月 ・ ３ヶ月 ・ ６ヶ月 ・ 1 年 ・ 1.5 年 ・ ２年 ・ ３年 ・

５年 
 

それ以上 ・ 個人により異なる ・ その他 
 
 
 
 
18．高等課程卒業者と専門課程卒業者のそれぞれに求める接客スキルレベルについてご

回答ください。 
 

a) 共通して求めること 
 
 

b) 高等課程出身者に求めること 
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c) 専門課程出身者に求めること 
 
 
 
 

19．高等課程卒業者に対して、配慮をしていることがある場合は、具体的な内容をご回

答ください。 
 
 
 
 
 
服装等の規定について 

 
20．スタッフの服装・髪型等について、規定がある場合には当てはまるもの○印でご回

答ください。 
（

複数回答 可） 
 

a) 服装規定（制服や色指定など） 
 

b) 髪型規定あり（カラー不可など） 
 

c) メイク規定 
 

d) その他の規定 
 

e) 特になし 
 
 
 
店舗の雰囲気について 
 
21．店舗の雰囲気について、貴店に近いものを４段階でご回答ください。 
 
賑やかで明るい雰囲気(カジュアル系)   落ち着いて静かな雰囲気

(フォーマル系) 
 
 １   ２   ３  
 ４ 
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 ４ 
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教育機関に対する要望について 

 
22．高等課程のカリキュラムでは、「ビジネス教育」、「インターンシップ事前教育」、「イ

ンターンシップ事後教育」、「キャリア教育」、「就職説明会」等を実施しております。

学校教育で取り上げたほうが良いと思う内容があればご記入ください。 
 
 
 
 
アンケートの結果をご希望される方 
 
このアンケートの集計結果をご希望される方は、送付先情報をご記入下さい。集計結

果がまとまりましたらお送り致します。 
なお、アンケート 1 ページ目と同じ場合には、同じあて先へ送付希望に○を付けてく

ださい。 
 

（ ） 同じあて先へ送付希望 
 

異なるあて先の場合は以下にご記入下さい。 

御社名  

お名前  

ご住所 

〒 

お電話番号 
 

 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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a-4：アンケート調査結果 

回答サロンの分布は下図のようになる（区分は、仮説設定時の類型）。 

 
（n=60） 

 
地域別の回答結果は以下。 

 
 
アンケート依頼サロンの分布と、回答サロンの分布は大差なく、どの層から

も回答を得られた。郊外に立地したサロンからの回答率は若干低かった。 
 

若年層

47%

中高年層

23%

郊外

17%

高級

7%

ブライダル

3%
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東京 東京都23区外 埼玉 千葉 茨城
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（送付：n=157、回答：n=60） 

 
出身課程による新人美容師に任せる業務の相違について、回答からはほとん

どのサロンで差を設けていないことが伺える。そのため、必然的に、経験（年

齢）が 2 年以上短い高等課程卒業生にとっては、即戦力となるための人材育成

の工夫が重要となる。 

 
 
違いを設けていると回答した６サロンでは、接客業務に違いがあると回答す

るサロンが６サロン、任せる技術にも違いを設けているサロンが４サロンとな

った。 
接遇業務において、新人美容師に任せる部分は多いと見られ、かつ一定の難

易度があることから、サロンによっては出身課程によって任せる業務を変えて

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%
50.0%

若年層 中高年層 高級 ブライダル 福祉・出張 郊外

送付 回答

11%

89%

違いがある ない
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いることが分かった。 
具体的に新人美容師に任せる接遇業務項目については大別すると①接客・動

作、②意識・マインド、③行動規範に分けられ、以下のように整理される。 
① 接客・動作 

 言葉遣い・敬語 
 笑顔 
 姿勢・歩き方 
 あいさつ・おじぎ 
 礼儀・マナー 
 清潔感・身だしなみ 
 <高度なレベル>中高年層とのコミュニケーション 
 <高度なレベル>お客様との会話 

② 意識・マインド 
 やる気 
 明るさ・元気 
 若く見える分、自信を持った態度 
 素直さ 
 お客様が求めるものに気づくホスピタリティ・能動的 
 職業意識 

③ 行動規範 
 メモを取る習慣 
 時間厳守 

 
一部のサロンでは、高度なレベルの接客を求めている事例があったが、基本

的には”接客業の基礎”を確実に遂行できることが求められていることが分か

る。 
 
類型化仮説に対して、調査結果を元にした具体的な分類指標を検討し、分析

した。 
 お客様の構成比 

大学生以下・20~35 歳・36 歳～50 歳・51 歳～65 歳・65 歳以上とい

った区分を設け、それぞれ男性顧客、女性顧客の構成比率を調査してい

る。 
男性顧客の構成比は、そもそも分母が小さいと見られ、サロン類型の

判断に資する指標にはなり得なかった。 
また、女性顧客における中間層（36～50 歳）はライフスタイルによ
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的には”接客業の基礎”を確実に遂行できることが求められていることが分か

る。 
 
類型化仮説に対して、調査結果を元にした具体的な分類指標を検討し、分析

した。 
 お客様の構成比 

大学生以下・20~35 歳・36 歳～50 歳・51 歳～65 歳・65 歳以上とい

った区分を設け、それぞれ男性顧客、女性顧客の構成比率を調査してい

る。 
男性顧客の構成比は、そもそも分母が小さいと見られ、サロン類型の

判断に資する指標にはなり得なかった。 
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って、若年 OL 層類型・中高年層類型に分散することが伺え、サロン類

型の違いとは相関が薄かった。 
そのため、”51 歳以上が 50%以上”を中高年中心サロンの閾値案に設

定した。 
また、郊外店型は、若年 OL 層と中高年層が共に来店する混在型のサ

ロンであることも見えてきた。そのため、高級店以外のサロンで”35 歳

以下”と”51 歳以上”の割合が 10%以内の均衡的な分布を郊外型に設

定することが妥当と考えられた。 
 

 店舗の開設場所 
商店街・ショッピングモール・百貨店・ホテル・郊外・自宅兼店舗など

11 選択肢を設け、回答サロンの立地を確認している。しかしながら、立

地をサロン類型の判定に加味することは現実性が薄いことから、類型判

断の指標としては用いないこととした。 
 

 提供しているメニュー 
カット、パーマなど一般美容メニュー・ネイル・エクステなどに加えて、

婚礼・福祉美容・出張美容を選択肢として調査した。 
分析すると、”婚礼”・”福祉・出張”については、提供しているか否か

が明確であり、サロンによって特に婚礼などは割合が異なるが、新人美

容師が意識すべき接遇業務としては、婚礼顧客が存在することによって、

割合に関わらず重要となる。（新人美容師に求められる婚礼用・福祉用

の接遇が存在する。） 
そのため、専業以外は、「若年層類型＋婚礼アリ」など、他の類型とは独

立して有無を整理することが妥当と結論付けた。 
 

 顧客単価 
2,000 円以下・2,001～5,000 円・5,001～8,000 円・8,001～10,000 円・

10,001 円以上の５つの区分で調査した。店舗によって分布に大きな違

いが存在することが分かり、”顧客の 50%以上 10,001 円以上”を高級店

の閾値案に設定することとした。 
 

まとめると、サロンの類型化については、以下のような整理となる。 
若年 OL 層類型 女性顧客の過半数を 35 歳未満が占めるサロン 
中高年層類型 女性顧客の過半数を 51 歳未満が占めるサロン 
郊外型類型 女性顧客のうち 35 歳未満が占める割合と 51 歳以
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上が占める割合の差が 10%以下のサロン（ほぼ同

じような割合で若年と中高年層が訪れるサロン） 
高級店類型 上記の類型化基準に関わらず、顧客の過半数が 1 万

円を超える単価のサロン。 
ブライダル類型 婚礼サービスを提供しているサロン 
福祉・出張類型 要介護顧客への対応を行っているサロン 

 
作成した類型化モデルに基づいて回答サロンを再区分すると以下のように

なった。 

 
 

サロン類型別に接遇業務違いを整理すると、高級店で“上品さ・洗練さ”

が最も高く、郊外店では“フレンドリーさ”を顕著に接遇業務に求めている

ことが分かる。 
また中高年層が主となるサロンでは、特段にルールを設けていないのは、

相対的に若年層に優しい顧客が多いことを表していると考えられる。 

若年層中心サロン

中高年層中心サロン

高級サロン

ブライダル

福祉（出張）サロン

郊外型サロン
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類型化基準による再分類結果

婚礼あり 福祉出張あり
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４
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類型毎に、新人美容師がお客様からご指摘を頂くケースをまとめると以下の

ようになる。 
 若年層中心サロン 

 全般的に安心感の欠如 
 不安そうな表情、自信のなさそうな声かけ 
 お電話で保留のままお待たせしすぎてしまった。また、何度も保留

にしてしまった。 
 立ち方が悪い、だらしない 
基本的な所作を適切に行えていないことが大半の指摘ポイントとなっ

ている。 
 

 中高年中心サロン 
 声が小さい。暗い。 
 予約電話を受けたところ、声でお客様（お得意様）を特定出来ず、

「声で分かるようにならないとね」とご指摘を受ける。結果 2 回目

からは特定できるようになる。 
お客様が求める距離感が近く、リピーター・常連様への接客が重要にな

ってくると考えられる。 
 

 高級サロン 
 シャンプー時に耳に水がかかる等、ミスをした時に気づかない 
 言葉が足らない 
 珈琲がぬるかった 
 おしぼりがビチョビチョだった 
 初対面の入客で、自己紹介なしで入客した際に「どなた？」と言わ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若年層

中高年層

高級

郊外

上品 ルールあり フレンドリー なし
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せてしまった 
 ずっと同じところで立っていた新人に「あの子、新人さん？」って

指摘された 
お客様の指摘ポイントも相対的に繊細で、細部にわたる気遣いが求めら

れる。 
 

 郊外型サロン 
 自分の話ばかりするので疲れる！！興味がない話！！ 
 自分の会話に夢中になってしまう 
 立っている時に表情が無くなってしまい、「立っていると疲れるね」

と言われたことはあります。 
 お客様との会話中でサロンスタッフが注意した。「マジすごい」「ヤ

バッ」 
 表情が暗い。声が小さい。 
相対的に、早い段階でお客様との対話の機会が多くあると見られ、明る

く社会人として適切なコミュニケーションが求められる。 
 

身だしなみの具体例でも下図のように明確な方向性の違いが見られ、

類型化モデルの妥当性が示されると共に、教材開発によって、類型に応じ

た具体的な接遇業務の違いを教材化することの重要性が確認できる。 

 

身だしなみの具体例
 自己表現の許容度や統一感について違いがみられる

サロン類型による違い

 トーン以上で、原色のカラーリングは不可
 お客様が「素敵ね。かっこいいわね」って口を開いて
いてくれるヘアスタイル・メイク・カラー

 年生、エステティシャン、コンシェルジェは制服着
用。私服も、清潔感があるように（ジーパン不可）

高級店

 破れたジーンズ（ダメージ）、露出すぎる服装は禁
止

 女性は必ずメイクをする「特になし」とするサロン
も複数店存在

若年層中心サロン

 清潔感
 長い爪は禁止
 モノトーンのシャツ、スラックス、ベスト
 肩下のロングはまとめる

中高年中心サロン
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第３項 ヒアリング調査

b-1：ヒアリング調査の目的 

アンケート調査による分析で、サロンの類型化モデルを開発した上で、

各サロン類型についての具体的な新人美容師が担う接遇業務について概要

把握を行っている。 

アンケートで収集した情報をヒアリング調査で補完した。 

アンケートの回収については、約６０サロンだった。 

ヒアリングについては１２サロンから協力を得ることができた。 

 

b-2：ヒアリング調査の対象 

６つのサロン類型からそれぞれ２サロンずつを目安として、調査協力を

依頼し、実施した。 

 

b-3：ヒアリング調査内容 

ヒアリングでは主に、以下 3 点について確認した。 

1. 接遇業務において心掛けていることとその理由 

2. 身だしなみについての基本的な考え方とルール 

3. 新人美容師が陥りがちな接遇における失敗事例と、本来求めてい

る接遇業務の内容例 

4. 新人美容師がお客様から褒められた接遇業務例と、その実現に繋

がった人材育成内容 

5. スタッフ間コミュニケーションについての基本的な姿勢、ルール 

 

b-4：ヒアリング調査結果 

サロン類型に応じて、お客様がサロンに期待すること、求めることが異

なる。そのため、中高年層サロンでは、お客様からお預かりしたものの価

値について、新人美容師が知らないために、扱い方が不適でお客様の気分

を害してしまったという例があった。 
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ブライダル型サロンでは、終わる、最後といったマイナスの言葉を使わ

ないことに特別の配慮をし、プラスの言葉に置き換える研修などを行って

いる（「忙しいですね」→「働き者ですね」）。また、新郎新婦のお世話だけ

でなく、列席者の着付けなども重要な職務となることなどで新人美容師の

認識とのずれが生じていることが分かった。更に、皆が緊張しているイベ

ントに立ち会う仕事だからこそ、落ち着いた所作を示し、お客様を安心さ

せることを配慮するなど、類型特有の所作が多数存在した。 

郊外型サロンでは、顔でお客様を識別できる関係性が求められている。

丁寧過ぎる言葉遣いは距離感を生んでしまうことから、親しみやすいコミ

ュニケーションについての配慮が重要な要素として存在した。 

高級型サロンでは、週刊誌ではなく美容雑誌を中心としてお薦めするこ

とや、嗜好品に対する勉強をするなどして、お客様のお話を聞く力を高め

るなど、接遇業務に向けた準備を行っていた。また、お見送りに際しても、

サロンの入り口まで出なく建物のエレベーターや外までお見送りするなど

具体的な違いがあった。 

 
【ヒアリング事例－１】 
 

ヒアリングシート（出張婚礼） 
 

調査日 平成２９年１月２１日（土） 16：00～19：00 

店舗名 ・・・・・・・・・・・・ 

設置者 ・・・・・・・・・・・・ 

サロン住所 ・・・・・・・・・・・・ 

 
基本情報の確認 
 

店舗の開設場所 
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ブライダル型サロンでは、終わる、最後といったマイナスの言葉を使わ
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【ヒアリング事例－１】 
 

ヒアリングシート（出張婚礼） 
 

調査日 平成２９年１月２１日（土） 16：00～19：00 

店舗名 ・・・・・・・・・・・・ 

設置者 ・・・・・・・・・・・・ 

サロン住所 ・・・・・・・・・・・・ 

 
基本情報の確認 
 

店舗の開設場所 



 

 
 

- 78 - 
 

①商店街 ②商業（雑居）ビル内 ③ショッピングモール内 ④百貨店内 

⑤ホテル内 ⑥郊外型 ⑦自宅兼店舗 ⑧住宅街 

⑨出張型 ⑩駅前・繁華街型 ⑪その他（ ） 

提供しているメニュー ※最重要視しているメニューには◎を 

①カット ②カラー ③パーマ ④セット ⑤シャンプー・ブロー 

⑥トリートメント ⑦ヘッドスパ ⑧縮毛矯正 ⑨メイク ⑩ネイル 

⑪着付け ⑫眉カット ⑬まつげエクステンション ⑭エクステンション  

⑮エステティック ⑯婚礼 ⑰福祉美容 ⑯出張美容（ 婚礼 ） 

⑱その他 （ ） 

 
【設問１】 
貴サロンにおいて、接客について心がけていることは 
 
・尽くす気持ちを忘れない （がさつな人は婚礼に向かない） 
・黒子に徹する 
・言葉遣い⇒ マイナスの言葉を使わない（終わる・最後に等、終わりを連想させる言

葉等） 
プラスの言葉しか使わない  
プラスの言葉に置き換える 例）「忙しい」→「働き者ですね」 

・お嫁さんが不安に思っていれば、安心させるようにする 
【設問２】 
なぜそれを心がけているのか、その理由、背景 
 
お嫁さんが主役 
 
 
 
 
【設問３】 
身だしなみについて、基本的な考え方、ルール、メイク、アクセサリー など具体的に 
 
＜服装＞ 
フォーマルな仕事をするので、本来であれば着物で行う。 
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・黒スーツ（黒無地） ⇒フォーマルの仕事をするので 
＊シマ模様は NG 
＊スカートの場合、スカート丈はひざ下 

 
・白の襟付きシャツ （前かがみになった時に胸が見えるのは NG） 
 
・ストッキングは、ベージュ ＊但し、素足に見えないように 

 
 
＜履物＞ 
・パンプス ２～５cm のヒール ヒールのない靴は NG 
・スニーカー及びブーツは NG 

 
 
＜爪＞ 
・衣装に引っかからないように短くする （３D アート禁止） 
・マニキュアは、衣装に色がつくので禁止 

衣装を傷つけない

為 
 

＜アクセサリー＞ 
・時計を含む全てのアクセサリー禁止 

 
【設問４】 
具体的な接遇に関しての失敗事例とその後の対策及び指導 
 
① 新郎新婦の衣装は、婚礼会場に運んだが、列席者の衣装を預かっていることを確認し

ておらず、運び忘れた。 
⇒ ・一人で準備や道具の確認をするのではなく、皆で共有する。 

・報告、連絡、相談の徹底 
・お客さまの前でお客さまのお荷物を確認（チェックを徹底する） 

 
 
② 言葉の意味が分からず、お客さまの勘違いでクレーム  

５枚こはぜ・・・足袋が５枚入っていると思い、枚数が足らないとクレームがき

た 
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⇒ ・はじめて目にする道具も多いので、絵付きの資料やフルガナを振った

資料をお客さまに渡し、確認をしていただく 
 
 
③ ささくれから流血し、白無垢を汚す 

⇒ ・落し方があるので、一人で判断せず、先輩スタッフに報告し対処する 
 
④ ベールがしっかりととまってなく、頭から外れる 

⇒ ・技術指導を行う （婚礼では、ものが落ちることは良くなく、クレー

ムに繋がる） 
 
⑤ 窓際にかけてあったベールが、窓の外になびき、汚れる。それを水洗いし、ドライヤ

ーをかけたことによって、縮れてしまった。（窓は、お客さまが暑いと言ったので途

中で開けた） 
⇒ 一人で判断せず、先輩スタッフに報告し対処する 

 
 
⑥ お母様のことを褒めたら、お嫁さんがいじけた 

⇒ お嫁さんを第一に考え、本人以外のこと（家庭のこと）には触れない 
 
⑦ おばあちゃんの笄を使用。古いものだったので扱いに注意が必要だった。 

⇒ 時代物のときは、扱いに慣れている人が担当する 
 
 
⑧ 新品のかつらを使用。はじめは慣れないため痛いので、「大丈夫です。慣れますから。」

と対応。かつらがあたっていたところが、かさぶたとなりクレームとなる。 
 
⑨ 列席のお客さまがご自身で、着物を脱ぐと言うのでお任せをし、花嫁を脱がせる。家

族より、いつまで脱がせたままにするのかとクレームがくる。 
 
⑩ 髪飾りの箱がなくなったとクレーム。結果的には、お客さまがお持ちになっていた。 

⇒ サロン側でも確認をするので、お客さまにも確認をしてもらうように依頼。 
サロンにある飾りの箱を数種類もって、自宅を訪問。お客さまの勘違いで

あることが分かるが、持参した箱は全てお客さまがもらうと言う。 
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【設問５・６】 
具体的な接遇に関しての成功事例は？ また、その後のスタッフ教育に活用したか？ 
 
・失敗から学ぶことにより、クレームがなくなった 
・準備が完璧になり、マニュアルができた 
・時間通りに仕事をすることが大切 
・言葉遣いや所作には充分に注意を払わなければならない 
・プランナーも含めお客さまとのコミュニケーションが大切 
・ホテルはイエスマンなので、お客さまからクレームがあった場合には、全額返金とな

る 
 
 
【設問７】 
スタッフ間コミュニケーションについての基本的な姿勢、ルール など 
 
報告・連絡・相談の徹底 
 

第３節 モデルカリキュラム開発

第１項 カリキュラム概要

新人美容師に任せられる接遇業務のサロン類型別の相違にフォーカスを当て

た教材として、モデルカリキュラムの開発を行った。 

「サロン類型とは何か」といった解説を冒頭に行い、良い・悪い、優れてい

る・いないといった“提供価値の上下”ではなく、サロンコンセプトの違いを

元にしたターゲット顧客層の違いと、そこから来る“お客様の（サロンへの）

期待の違い”が根底にあることを示し、期待に応える・期待以上のサービスを

目指す接遇業務は、自ずとサロン類型によって違いがあることを学習する。 

続いて、身だしなみやコミュニケーションといったシーンに共通的な接遇業

務の基礎と、お出迎えからお見送りまでの時系列のステップ毎の接遇業務につ

いて、解説する。 
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更に日常用途向けサロンとは異なる、福祉美容、婚礼美容については、別途

切り出して、説明を行う流れとした。 

以下のような内容のモデルカリキュラムの開発を行った。 

 

 タイトル 主な内容 

１ お客様のタイプとサロン ・サロンが設定するコンセプト 

・ターゲット顧客 

・サロンの類型（概要） 

2 身だしなみ ・誰に向けての身だしなみか 

・身だしなみのルール 

・サロン類型に応じた身だしなみ

の違い 

３ スタッフとのコミュニケーショ

ン 

・サロン内コミュニケーションの

重要性 

・ホウレンソウ 

・サロン類型に応じたサロン内コ

ミュニケーションの違い 

４ お客様とのコミュニケーション ・“話し方”がお客様に与える影響 
・お客様とのコミュニケーションに

よる印象 
・サロン類型に応じたお客様とのコ

ミュニケーションの違い 

５ お出迎え ・お客様の第一印象となるお出迎

え 

・お出迎え時の表情 

・ご挨拶の姿勢 

６ お荷物のお預かり・お渡し ・お客様の持ち物を預かるという

こと 
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・お客様を安心させる預かり方 

・複数の荷物を預かる場合の受け

取り方 

７ お席へのご案内 ・お客様を導くということ 

・先導する姿勢や示し方によるお

客様の安心感の違い 

・他のお客様の動きを見越したご

案内の重要性 

８ お茶・雑誌の提供 ・お客様の過ごす時間に価値を添

える雑誌出し・お茶出し 

・ファッション誌による対象年齢

の違い 

・動きのある現場での飲み物の取

り扱い 

９ お見送り ・最後の印象の重要性 

・お客様が「また来たい」と思う

接遇の違い 

・お見送りで示す気持ち 

福祉サービス提供店の接遇 ・高齢者、要介護者に向けた美容

サービスの提供 

・出張によるサービス提供 

・お客様の身体的事情に配慮した

接遇 

ブライダルサービス提供店の接

遇 

・準備から当日までの流れ 

・新郎新婦の支度と、列席者の支

度 

・言葉遣いへの配慮の必要性（忌
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・お客様を安心させる預かり方 

・複数の荷物を預かる場合の受け

取り方 
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み言葉） 

まとめ（ホスピタリティの重要

性） 

・サロン類型の振り返り 

・ホスピタリティの要点 

・お客様に応じた接遇の重要性 

 

第２項 開発教材の構成

生徒が自ら主体的に考え、理解することを重視して、教材の基本レイアウト

を設計する。そのため、生徒は、教材に適宜要点を書きこむなどして、授業の

進行に合わせて、可視的にテキストが変わっていき、後から見てもすぐにポイ

ントを理解できるような使い方ができる生徒用テキスト教材とした。 

教師用指導書では、生徒用テキスト教材と進行（ページ構成）を同じくする

ことで、授業のペースを教室全体で共有できる運営を重視して設計している。 

 

 生徒用テキスト教材 

基本的な構成として、見開きを 1 セットと考え、左側ページには、ト

ピック毎の教科書に当たる内容を記載し、右側ページには、自由記述欄

を設けることで、基礎的な事項を左面で押さえ、講義の進行に応じて解

説される応用的な事項やアドホックな情報などを右面に記載できる構

成とした。 

また、左面では、重要項目や講義の要点を穴あきとして、講義を聞き

ながら書きとる方式を採用した。このようにすることで、授業運営にお

ける生徒の集中力を維持させると共に、自ら記入することで記憶し、理

解を促進することを企図した。 

 

<左ページの例> 
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<見開きページのイメージ> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3

２．お客様がサロンに求めるもの

お客様を満足させるには、
（ ）

が重要

サロンそれぞれが”（ ）”を持って
運営されている

若いスタッフの人たちが
明るい挨拶をしてくれるから

このサロンが好き

おしゃれなスタッフが
多いから、センスの良い
技術をしてもえそう

今日はどんな楽しい
会話ができるかな

友達の結婚式用に
おしゃれをしたいけど、
自信ないから教えてほしい

仕事が忙しかったから
美容室で静かに
リラックスしたい

様々な（ ）がある（１つではない）

4

メモ
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 教師用指導書 

本年度事業において開発した教材内容は、場合によっては、教師も未

経験なサロン類型について言及し、解説するものとなる。 

そのため、開発教材を用いて授業運営が出来るよう、生徒と共有する

左側ページに対して、解説の要点を右側ページにまとめる形とした。 

 

左側ページについては、生徒用テキストと対応するページ構成とし、

生徒用テキストでは穴あきとなっているところの記入例を太字下線で

示す形とした。 

 

 

 

 

【生徒用テキスト教材】と【対応する教師用指導書】 

 

教師用指導書の見開きのセットは、下図のような構成になる。 

3

２．お客様がサロンに求めるもの

お客様を満足させるには、
お客様の期待以上のことに応えること

が重要

サロンそれぞれが”コンセプト”を持って
運営されている

若いスタッフの人たちが
明るい挨拶をしてくれるから

このサロンが好き

おしゃれなスタッフが
多いから、センスの良い
技術をしてもえそう

今日はどんな楽しい
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友達の結婚式用に
おしゃれをしたいけど、
自信ないから教えてほしい

仕事が忙しかったから
美容室で静かに
リラックスしたい

様々なお客様の期待がある（１つではない）
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リラックスしたい

様々な（ ）がある（１つではない）
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第３項 開発教材の内容

開発教材の骨子は以下のようになる。 

まず、サロンが提供するサービスにおける接遇業務の位置づけについて、整

理を行っている。 

新人美容師にとっては、「早く

お客様のスタイリングをしたい」

という思いが強いことが想定さ

れるが、図で示すように、最初に

任される接遇業務のウェイトも

大きい。 

お客様のサロン満足度の構成

要素は、美容施術だけでなく、お

出迎えからお見送りまでの一連

の“接点”が複合的・総合的に影

響することになる。 

 

 

 

4

解説・補足

 サロンに対する” お客様の期待”が異なることを解説する。

 本教材では、以降で６つの特徴的な類型を取り上げるので、類型のイメージに繋がるような具体例を示し
て解説する。
① 若年・ 層向け店
② 中高年層向け店
③ 高級店
④ 郊外店
⑤ 福祉サービス提供店
⑥ ブライダルサービス提供店

 様々なお客様の期待に応えるために、それぞれのサロンがコンセプトを持ち、ターゲットとするお客様層を限
定することで、確実に期待に応えようとしていることを説明する。
 生徒が知っているいくつかのサロンや、インターンシップで経験したサロンでも、挨拶や服装など分かりやすいところで
も多くの違いがあったはず。

 同じサロン内で、様々な異なるニーズ全てを満たすことは難しいことを共有する。

3

２．お客様がサロンに求めるもの

お客様を満足させるには、
お客様の期待以上のことに応えること

が重要

サロンそれぞれが”コンセプト”を持って
運営されている

若いスタッフの人たちが
明るい挨拶をしてくれるから

このサロンが好き

おしゃれなスタッフが
多いから、センスの良い
技術をしてもえそう

今日はどんな楽しい
会話ができるかな

友達の結婚式用に
おしゃれをしたいけど、
自信ないから教えてほしい

仕事が忙しかったから
美容室で静かに
リラックスしたい

様々なお客様の期待がある（１つではない）

1

１．新人美容師に求められる接遇業務

新人美容師がお客様と接する仕事の多くは、主に接遇業務になります。

美容施術

お出迎え 荷物の
お預かり

お席への
ご案内

雑誌・お茶
出し

お預かり
荷物の
お渡し

お見送り

身だしなみ

言葉遣い

スタッフ間コミュニケーション

接遇業務が適切に行えると、、、

お客様
にとって

サロン内
で

 技術に加えて”価値（満足感）”を提供できる
 気持ちよくお帰り頂くことで、「また来た

い」を思っていただける

 先輩・同僚から信頼を得られる
 今、任せている仕事がちゃんとできているの
で、次の仕事を任せもらう機会が生まれる
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 教師用指導書 

本年度事業において開発した教材内容は、場合によっては、教師も未

経験なサロン類型について言及し、解説するものとなる。 

そのため、開発教材を用いて授業運営が出来るよう、生徒と共有する

左側ページに対して、解説の要点を右側ページにまとめる形とした。 

 

左側ページについては、生徒用テキストと対応するページ構成とし、

生徒用テキストでは穴あきとなっているところの記入例を太字下線で

示す形とした。 

 

 

 

 

【生徒用テキスト教材】と【対応する教師用指導書】 

 

教師用指導書の見開きのセットは、下図のような構成になる。 
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お客様を満足させるには、「お客様

の期待を超えること」が重要となる

が、この期待は同一でなく、お客様に

よっても千差万別となる。 

大きな声ではっきりと「いらっし

ゃいませ」とお声掛けすることを“気

持ちよいサロンだ”と思っていただけ

るお客様もいらっしゃる一方で、“そ

んなに大きな声ではなく、静かに上品

に挨拶できるスタッフがいるサロン

に行きたい”と志向されるお客様も存

在する。 

どのようなお客様の嗜好性や「サ

ロンに求めるもの・求める価値」に応

えるサロンか、といった部分に、サロンそれぞれが設定する“コンセプト”の

違いが存在する。 

3

２．お客様がサロンに求めるもの

お客様を満足させるには、
お客様の期待以上のことに応えること

が重要

サロンそれぞれが”コンセプト”を持って
運営されている

若いスタッフの人たちが
明るい挨拶をしてくれるから

このサロンが好き

おしゃれなスタッフが
多いから、センスの良い
技術をしてもえそう

今日はどんな楽しい
会話ができるかな

友達の結婚式用に
おしゃれをしたいけど、
自信ないから教えてほしい

仕事が忙しかったから
美容室で静かに
リラックスしたい

様々なお客様の期待がある（１つではない）
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サロンのコンセプトに見合ったお客様を集客し、期待に応えることで、「ま

た来たい」と思っていただけるファンを増やしていくことが重要であり、その

ためには、美容技術だけでなく、接遇業務によるお客様満足度の醸成が重要に

なる。 

 

特徴的なターゲット顧客層の違いを元に、サロン類型（サロンのコンセプト

5

２．サロンのコンセプト（お客様ターゲットを絞る）

確実にお客様の期待に応えるために、主とするお客様の層を
限定します。
これをターゲット顧客と呼びます。

お客様の
期待

サロンの
コンセプト

一致することが
重要

 気軽に来てリラックスしてほしい
 最先端の美容サービスを受けていると自信を
持ってほしい

 お客様のファッションの発信をお手伝いしたい
 リーズナブルな価格で、無難なスタイルを多く
の人にお届けしたい

 ・・・・



 

 
 

- 88 - 
 

お客様を満足させるには、「お客様

の期待を超えること」が重要となる

が、この期待は同一でなく、お客様に

よっても千差万別となる。 

大きな声ではっきりと「いらっし

ゃいませ」とお声掛けすることを“気

持ちよいサロンだ”と思っていただけ

るお客様もいらっしゃる一方で、“そ

んなに大きな声ではなく、静かに上品

に挨拶できるスタッフがいるサロン

に行きたい”と志向されるお客様も存

在する。 

どのようなお客様の嗜好性や「サ

ロンに求めるもの・求める価値」に応

えるサロンか、といった部分に、サロンそれぞれが設定する“コンセプト”の

違いが存在する。 

3

２．お客様がサロンに求めるもの

お客様を満足させるには、
お客様の期待以上のことに応えること

が重要

サロンそれぞれが”コンセプト”を持って
運営されている

若いスタッフの人たちが
明るい挨拶をしてくれるから

このサロンが好き

おしゃれなスタッフが
多いから、センスの良い
技術をしてもえそう

今日はどんな楽しい
会話ができるかな

友達の結婚式用に
おしゃれをしたいけど、
自信ないから教えてほしい

仕事が忙しかったから
美容室で静かに
リラックスしたい

様々なお客様の期待がある（１つではない）

 

 
 

- 89 - 
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の違い）を定義し、６つの類型として解

説する。 

本教材が、この６つのサロン類型を

基底として、お出迎えからお見送りまで

の一連の接遇業務がサロンのコンセプ

トの違いによって、お客様から求められ

ることが異なることを示す。 

そのため、以降の教材では、接遇業務

の共通項を解説（平成 27 年度事業にて

研究開発した教材コンテンツのポイン

トを“基礎編”としての振り返り）する

と共に、サロン類型に応じてその基礎編

がどのように異なるかについて、具体例

を以って示す”応用編“で構成している。 

 

以下は、接遇業務の最初のステップと

なる「お出迎え」についての教材の一部で

ある。 

お出迎えの重要性（第一印象の構成要

素）を示すと共に、基本的な挨拶、及び表

情について、振り返る。 

サービス業に従事する者として、必要

最低限の行動様式をまとめている。 

対して、サロン類型によって、解説して

いる接遇業務がどのように異なってくる

かを、顕著な相違が生じる部分を中心に学

習する。 

 

7

３．特徴的なサロンのタイプ（お客様のグループ）

実際のサロンは、決して下記６種類のような単純化はできませんが、
お客様がサロンに求める”特徴的な違いがある６つ”に分けて学んでいきます。

サロンのコンセプトの違い

若年・OL層向け店 中高年層向け店

高級店 郊外店

福祉サービス提供店 ブライダルサービス
提供店

ターゲット顧客の違い＝お客様の期待の違い

お客様の期待の違いに応じた接遇業務ができることが
お客様を満足させるために重要

1

１．お出迎えの意味

お出迎えは第一印象を作る場である

初頭効果 第一印象が全体の印象決定に強く影
響するというもの。

「今日サロンに来てよかった」「今日来たのは失敗
だった」が、お出迎えによって決まる。

 挨拶は自分から心を開いて相手に迫る行為。お客様を歓迎し、
距離を縮める手段となる。

 明るくはっきりした声で、自分から挨拶する。
 お店の雰囲気にならって、お客様に合わせた挨拶をする。
 相手の目を見て挨拶をする。
 お名前がわかっている場合は、お名前をお呼びする。「いらっ

しゃいませ○○様、お待ちしておりました。」など。
 自分が受付にいない場合でも、お客様の方を見て挨拶をする。

 挨拶は自分から

挨拶の基本

 お客様は、スタッフの歓迎・感謝の気持ちを表情から感じ取る。
 耳からの情報（挨拶）が良くても、目からの情報（表情）が一

致していなければ不信感に繋がる。
 （お客様に来ていただけて）嬉しい、ありがとうの気持ちを込

め、笑顔でお迎えする。

お客様は、スタッフの歓迎 感謝の気持ちを表情から感じ取る。の気持ちを表情から感じ取る。の気持ちを表情から感じ取る。 お客様は、スタッフの お客様は、スタッフの

表情の基本

 

 
 

- 91 - 
 

お出迎えのステップでは、若年・ＯＬ層向け店と、中高年層向け店を取り上

げて、解説している。 

 
若年・ＯＬ層向け店では、 

 ”自分に合ったおしゃれ”をしたいから、美容室も信頼できるところを

選ぶ 

 ファッション雑誌などで、おしゃれの系統の違いや、自分の好みを研究

している 

 ある程度の値段を出してでも”良いスタイリング”をしてほしい 

といった流行性を重視しているお客様が中心となる。 

そのため、お出迎えのタイミングでも、サロンが発信するセンスを感じるこ

とが重要になる。サロンの立地や内装なども当然ながらコンセプトに沿った形

3

２．若年・ 層向け店でのお出迎え

 入口から一目で「おしゃれな空間」を感じられるサロ
ンであってほしい

 センスのいいスタッフに働いていてほしい
 来店を歓迎してもらいたい

 この層のサロンは、おしゃれではあるが、ホテルのようなフォーマルな雰囲気ではない。
 カジュアルな雰囲気に流されることなく、背筋を伸ばしてきびきびと動く。

美しく見える立ち居振る舞い・所作

 礼儀をわきまえている様子は、距離を取っている印象にもなりやすい。
 お客様に緊張感を抱かせないよう、意識して笑顔を作り、歓迎の気持ちをはっき

り伝える。

歓迎の気持ちを表す「笑顔」

基本の笑顔 ご来店時にはより大きく

想定されるお客様
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で実現されていることが多いが、最初に顔を合わせ、言葉を交わす接遇業務で

接する新人美容師の印象も、小さくない。 

 

 
対して、中高年層向け店では、 

 家庭や子育てなど、日々の生活の中で、”自分”以外のことも多い 

 美しくありたいが、リーズナブルな価格に抑えておきたい 

 頻繁にサロンを選び変えるということは少なく、長く同じサロンに通い

たい（常連） 

といった期待でサロンを訪れている。若年・ＯＬ向け店に比べると、“自分の

おしゃれに対する投資”の度合いは薄れるが、年齢に相応した美しさを一定

のリーズナブルさで得たいと考えていて、選んだサロンとは長い関係性を持

5

３．中高年層向け店でのお出迎え

 顔なじみのスタッフとのコミュニケーションを楽しみたい。
 大げさなもてなしはわずらわしい。

 長年同じサロンに通っているお客様は、顔なじみのスタッフも多い。
 馴染みであれば、サロンでスタッフと話をするのを楽しみにしている人もいる。
 教科書通りの丁寧さよりも、より親しみを込めたお出迎えを心がける。

コミュニケーションを大切に

 お客さまにとっての「いつもの店」は気さくな
場所、楽しい場所。

 挨拶は元気な大きめの声で。

元気な挨拶を心がける

• お客様のお顔をしっかり見る
• 歯が見える親しみを込めた笑顔

• 手は自然に組む

• カウンターから出て
お客様の方に歩き出す動きを
止めずにご挨拶をしても良い

想定されるお客様
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ちたいと考えているお客様が多い。 

そのため、少し歩きだしてお客様の方に向かいながら、明るく挨拶をする

ことや、「○○さん」などと名前で呼び掛けて接する（互いに記憶する関係性

になる）ことなどが適している。 

 

 
一方で、高級店では、 

 価格は平均よりも高くても、上質なサービス、特別に選んで手に入れ

るサービスを求める 

 技術だけでなく、サロンに滞在する空間・時間に対する”お金”を支

払っており、それに見合う行き届いたサービスを求めている 

お客様が多い。 

7

４．高級店でのお出迎え

 落ち着いた雰囲気の中でサービスを受けたい
 静かに過ごしたい
 必要以上にプライベートに踏み込まれない安心感

 通常は好意的に見られることが多い、元気な挨拶や親しげな笑顔が、騒々しすぎる、馴
れ馴れしいと捉えられる場合がある。

 お客様が安らぎを感じられるよう、お出迎えの所作は工夫する必要がある。
• 挨拶は落ち着いた声のトーンで
• 笑顔は「満面の笑み」よりは控えめに

落ち着いた笑顔とご挨拶

 予約が必要なサロンであることが多く、予約なしのお客様は少ない。
 お客様が来店される時間が近づいたら、受付に控えてお迎えの準備をする。
 予約が中心なので、お客様のお名前があらかじめ分かっているケースが多い。「いらっしゃい

ませ、ご予約の○○様でしょうか。」
「お待ちしておりました」
など、予約客であることを前提にしてご挨拶する。

予約のお客様中心

想定されるお客様



 

 
 

- 92 - 
 

で実現されていることが多いが、最初に顔を合わせ、言葉を交わす接遇業務で

接する新人美容師の印象も、小さくない。 

 

 
対して、中高年層向け店では、 

 家庭や子育てなど、日々の生活の中で、”自分”以外のことも多い 

 美しくありたいが、リーズナブルな価格に抑えておきたい 

 頻繁にサロンを選び変えるということは少なく、長く同じサロンに通い

たい（常連） 

といった期待でサロンを訪れている。若年・ＯＬ向け店に比べると、“自分の

おしゃれに対する投資”の度合いは薄れるが、年齢に相応した美しさを一定

のリーズナブルさで得たいと考えていて、選んだサロンとは長い関係性を持

5

３．中高年層向け店でのお出迎え

 顔なじみのスタッフとのコミュニケーションを楽しみたい。
 大げさなもてなしはわずらわしい。

 長年同じサロンに通っているお客様は、顔なじみのスタッフも多い。
 馴染みであれば、サロンでスタッフと話をするのを楽しみにしている人もいる。
 教科書通りの丁寧さよりも、より親しみを込めたお出迎えを心がける。

コミュニケーションを大切に

 お客さまにとっての「いつもの店」は気さくな
場所、楽しい場所。

 挨拶は元気な大きめの声で。

元気な挨拶を心がける

• お客様のお顔をしっかり見る
• 歯が見える親しみを込めた笑顔

• 手は自然に組む

• カウンターから出て
お客様の方に歩き出す動きを
止めずにご挨拶をしても良い

想定されるお客様

 

 
 

- 93 - 
 

ちたいと考えているお客様が多い。 

そのため、少し歩きだしてお客様の方に向かいながら、明るく挨拶をする

ことや、「○○さん」などと名前で呼び掛けて接する（互いに記憶する関係性

になる）ことなどが適している。 

 

 
一方で、高級店では、 

 価格は平均よりも高くても、上質なサービス、特別に選んで手に入れ

るサービスを求める 

 技術だけでなく、サロンに滞在する空間・時間に対する”お金”を支

払っており、それに見合う行き届いたサービスを求めている 

お客様が多い。 

7

４．高級店でのお出迎え

 落ち着いた雰囲気の中でサービスを受けたい
 静かに過ごしたい
 必要以上にプライベートに踏み込まれない安心感

 通常は好意的に見られることが多い、元気な挨拶や親しげな笑顔が、騒々しすぎる、馴
れ馴れしいと捉えられる場合がある。

 お客様が安らぎを感じられるよう、お出迎えの所作は工夫する必要がある。
• 挨拶は落ち着いた声のトーンで
• 笑顔は「満面の笑み」よりは控えめに

落ち着いた笑顔とご挨拶

 予約が必要なサロンであることが多く、予約なしのお客様は少ない。
 お客様が来店される時間が近づいたら、受付に控えてお迎えの準備をする。
 予約が中心なので、お客様のお名前があらかじめ分かっているケースが多い。「いらっしゃい

ませ、ご予約の○○様でしょうか。」
「お待ちしておりました」
など、予約客であることを前提にしてご挨拶する。

予約のお客様中心

想定されるお客様



 

 
 

- 94 - 
 

そのため、お出迎えに際しても、節度を持った上品なトーンでの声掛け

や、「○○様、お待ちしておりました」といった応対がサロンのコンセプト

に適しており、お客様の期待にも沿ったものとなる。予約なしに訪れるお

客様は少ないことから、予約の時間帯が近づいたら入り口付近でお待ちす

るようなきめ細やかな配慮が求められる。 

 

来店を待つ日常用途利用のサロンとは別に、福祉美容と婚礼美容につい

ても扱っている。 

 

福祉美容に関しては、近年の法改正によって、対象範囲が拡大したこと

もあり、今後も社会ニーズは高まっていくことが想定される。 

 

特殊な身体的事情を有するお客様に接することから、将来的にはヘルパ

ーが配慮するようなことにも意識を巡らせた接遇が重要になる。（ヘルパ

ー資格も持つ美容師を配置しているサロンもある。） 

1

１．福祉サービス提供の種類

高齢者や要介護者など、一般の美容サロン
に来ることができない方に向けたサービス。
一般の美容サロンに来店する「元気な高齢
者」とは異なる対応が求められる場合がある。

福祉美容

福祉施設やお客様のご自宅に出向いてサービスを行う

高齢者・障がい者福祉施設
 施設にお住いの方、通園さ
れている方などがお客様

 カットの設備が確保されてい
るケースがある

お客様のご自宅
 ご自宅にお住まいで、外出
が難しい方がお客様

 洗髪・カットのための十分な
設備はない
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本教材では、介護技術に関して深くは言及できないが、コミュニケーシ

ョンや対話などにおいて、気を付ければ出来ることを中心に、学習してい

る。 

 

 

また、高齢者、要介護者だけでなく、介護によって外出しにくい人への

出張美容も認められるようになった。このようなお客様は、身体的な特殊

事情は無いが、精神的に疲労されていたり、心配事を抱えられていたりす

る。 

そのため、美容が大切な“気分転換”の時間帯である可能性も高く、明

るい話題選びなども含めて、接遇業務がお客様に与える価値のウェイトも

高くなる。 

 

婚礼美容についても、福祉美容と同様に、日常目的の美容と異なる専門

性が高い美容領域になる。 

3

２．福祉サービス提供時のコミュニケーション 機能の衰えに注意

聞きやすく

身体機能が低下していることに注意

 大きめの声で、滑舌よく、はっきりと話す。
 通常のスピードでは聞き取れないので、ゆっくりと

話す。
 「あ、い、う、え、お」の口の形を大げさに作って話

すと、聞き取りやすい発声ができる。

 目や耳、運動の機能が低下していることがあるため、それに配慮したコ
ミュニケーションを心がける。

 身体機能が低下していることで、些細なことに驚いてしまう場合がある。

あ い う え お

 お客様に見える位置から話しかける。
• 真正面に立つと威圧的になる。
• 斜め前など、視線がずらせる位置が良い。

 顔が良く見えるよう、目下の位置から話しかける。
 目の前で素早い動きをしない。

見やすく

急かさない

 高齢のため、動作が遅かったり、体が思うように
動かなかったりするケースが多い。

 お客様が気まずさを感じないように、「待ってい
る」感が出ないように注意する。
• お客様が準備をされている間はじっと見つめた
りせず、自分も何かする。

• 必要であれば動作の補助をする。
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美容技術、ヘイアメイク、ス

タイリングもさることながら、

接遇業務においても、生涯に 1

度の晴れの日、大切な日の演出

をお手伝いする一員としての

所作や応対が求められる。 

 

当日（本番）に向けて半年

程度前から打合せベースの

接点を持つことが多く、１~

２カ月前からはリハーサル

を行って綿密な調整をして

当日を迎える。 

当日は皆が緊張している

中、プロフェッショナル

として“安心感”を与え

ることも重要になる。新

人美容師であっても、バ

タバタ・オドオドとせず、

落ち着いてサポートに

当たることや、そのため

の十分な準備や段取り

が事前に求められる点

で、日常利用サロンと異

なる特殊な接遇業務に

なる。 

また、コミュニケーシ

ョンにおける言葉遣い7

３．言葉の大切さについて

忌み言葉と言い換え例
 不吉なことや別れを連想させるような言葉は「忌み言葉」といわれ、結

婚式では、適切に言い換えることが一般的である。
 上司や先輩、会場のスタッフ等が独特の言い回しをしても意味が分か

るよう、いくつか覚えておくと良い。

• 終わる
例）準備が終わりました→お支度整いました。
例）箱をしまってください→箱を片付けてください。

しまうは「終う」と書くため
• 破れる
例）服が破れています→服が傷んでいます。

• 倒す
例）倒さないように→横にしないように

不幸・
不吉なもの

• 冷える
例）今朝は冷えましたね→今朝は寒かったですね

• 帰る
例）先ほど帰られました→先ほど中座されました。

• ほどける
例）髪がほどけています→髪の毛お直しします。
単語の言い換えが思い浮かばなければ文章を変
える。

別れを
連想させるもの

• 繰り返し
例）これを繰り返して→これを続けて

• また
例）また来ました→来ました

再婚を
連想させるもの

• いろいろ
例）いろいろありますが→たくさんありますが

• ますます
例）ますます暖かく→一層暖かく

重ね言葉

当然ながら、「別れる」「離れる」など、別れや不幸そのものを示す言葉も

1

１．ブライダルサービスの概要と流れ

結婚式を挙げる新郎・新婦のヘアセット、メイ
ク、着付を行う仕事。
新郎・新婦だけでなく、列席者のヘアセット、メ
イク、着付もブライダルサービスの つ。

ブライダル
サービス

新婦の支度
ヘアセットとメイク
• 様々な要素とのバランスを考えて、花嫁が最も
美しく、輝けるように。

• 基本的にはスタイリストの仕事だが、時間がない
中で準備するため、アシスタントの役割も大きい。

花嫁衣裳の着付
• 繊細な生地で作られており、レースやビーズなどの
装飾も多く、取扱いに注意が必要。

その他
• 飲み物を用意するなどし、新婦の緊張を和らげる
よう心がける。

• 式場・ドレスの決定に
合わせて、ヘアスタイル
を決定する。

• ヘアメイク・着付のリ
ハーサルを行う。

• 前撮り時のヘアメイクや
着付けを行う。

• リハーサルをふまえて、
要望等を確認する。

• 新郎新婦、および招待
客のヘアメイクと着付を
行う。

• 複数組担当する場合
もある。

サービス全体の流れ

半年前頃 ケ月前頃 当日
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について、忌み言葉を避けること

が重要になる。 

 

普段から意識して修練してお

かないと身につきにくい言葉遣

いに関するものであり、自然と忌

み言葉を避けること、ポジティブ

な表現に言い換えることなどが

求められる。 

 

このように一連の接遇業務ステ

ップと、特殊性のある福祉・婚礼

について、サロン類型毎の接遇業

務の違いを解説し、ホスピタリティ（お客様の期待を超えるサービスを提

供する重要性）でまとめている。 

 

 

 

1

１．特徴的なサロンのタイプ

一言で”接遇”と言っても、サロンのコンセプトやタイプに世手、お客様が期待する接遇サービ
スには違いがありました。

若年・ 層
向け店

中高年層
向け店

高級店

郊外店

福祉サービス
提供店

ブライダルサービス
提供店

お客様はファッション性を求め、サロンもファッション
センスを発信し、お客様の様々なヘアメイクの要
望を実現することが求められる

サロンと永く付き合いたい、という要望が背景にあり、
入りやすさや親しみやすさ、常連様としての応対
が求められる

クオリティ（品質）を求めて対価をお支払い頂い
ているお客様に、施術はもちろん、視界に入るもの、
言葉のやり取りなど接点全てで配慮が求められる

「若年・ 層向け店」のお客様と「中高年層向け
店」のお客様のどちらも受け入れ可能なサロンであ
るため、多様なお客様を応対することが求められる

要介護のお客様に加え、介護のお世話をしていて
サロンに出向けないお客様にサービス提供するた
め、事情を理解した応対が求められる

お客様にとって生涯に１度の機会であるため、一
期一会の応対、ミスをしない慎重な応対、縁起を
意識した言葉遣いが求められる

7

４．ホスピタリティの重要性

 相手の思い、相手の考え、相手の喜びや希望を実現させること
 相手の期待以上の満足を提供すること（思いやり、感謝、など）

相手の要求に応えるだけでは、
ただの“サービス提供”です！

Ａ：サービス Ｂ：おもてなし
（ホスピタリティ）

 お客様に求められたことを行う
 お客様の期待に応える
 引き換えに対価を得る

 お客様と感動・喜びを共有する
 お客様と一緒に作り上げていく
 お客様の心に寄り添う

一期一会の心を忘れずに！

ホスピタリティ≒おもてなしの心
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サロンに出向けないお客様にサービス提供するた
め、事情を理解した応対が求められる

お客様にとって生涯に１度の機会であるため、一
期一会の応対、ミスをしない慎重な応対、縁起を
意識した言葉遣いが求められる

7

４．ホスピタリティの重要性

 相手の思い、相手の考え、相手の喜びや希望を実現させること
 相手の期待以上の満足を提供すること（思いやり、感謝、など）

相手の要求に応えるだけでは、
ただの“サービス提供”です！

Ａ：サービス Ｂ：おもてなし
（ホスピタリティ）

 お客様に求められたことを行う
 お客様の期待に応える
 引き換えに対価を得る

 お客様と感動・喜びを共有する
 お客様と一緒に作り上げていく
 お客様の心に寄り添う

一期一会の心を忘れずに！

ホスピタリティ≒おもてなしの心
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第４章 実証講座

開発した教材を使用し、実証講座を実施した。 
対象生徒：国際理容美容専門学校 美容高等科２年生 １７名 
実証講座：平成２９年２月１７日（金）～１８日（土）８時間 
検 証：開発した教材の一部を利用し、重要となるポイントに重点を置いた実証講

座を行った。その受講後には記述式アンケートを取り、自由に感想などを

あげてもらい、教材の学びやすさ、レベル設定、表現方法、ボリューム感、

内容の理解度などを確認し、検証した。 
結 果：内容については、全員が理解できていた。特徴的な職種の具体的事例から

何が重要であるかの気付きにつながり、学習効果が上がった。また、通常

の接遇授業の重要性も再確認できたようだった。イラストや写真の配置も

概ね良好であり、表現方法も適切であった。余白の取り方もノート・メモ

を取りやすく適当であった。ごく稀に漢字が難しいとの指摘があった。こ

れは印刷する前に修正した。 
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感想文の一部 
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第５章 考察

平成 27 年度事業で扱った、高等専修学校を卒業した新人美容師が任される

“基礎的な接遇業務”を教育するための教材開発から更に進めて、「サロン類型

に応じた接遇業務の違い」に焦点を当ててカリキュラムを開発した。 

これにより、より実践的な人材育成に資すると共に、高等課程のインターン

シップにおいては実務の違いや理由について深く理解することを可能とし、高

等専修学校を卒業後の新人美容師にとっても、就職先イメージと担当業務のギ

ャップを低減させることに寄与する開発成果を創出した。 

 

活動を振り返ると、いくつかの反省点も残る。 

1. 調査で収集した情報の教材への反映 

職種の共通的な基本的な接遇教育から深めて、サロン類型を規程し、

類型毎に違いのある接遇業務事例の収集に際して、アンケート作成・

調査実施・分析、加えてヒアリング調査実施と、調査活動を集中的に

行った。 

本事業において収集した新人美容師の実務事例や、サロンが新人美

容師に期待する接遇業務内容の詳細は非常に有用であり、収集した調

査結果は更に教育活動に活用していくことによって、一層価値のある

ものとなっていくと思われる。 

当該分野の接遇教育については、現場でのいわゆる OJT による経験

則から学ぶようなケースが主流を占めている。中でも接客教育は、現

在のところ、自分で経験しながら、失敗しながら学んでいくことがほ

とんどである。個人の経験則からの偏った接遇法や、就業先サロンの

限られたケースだけでは、全体を網羅し、包括的に学ぶには限界があ

る。 

特に、高等課程の生徒にとっては、社会経験も不足気味で、就業意

識も未熟であるがゆえに、多くの事例を集めて、それらのリアルなケ

ースから学び、応用力・適応力を醸成することが重要である。 
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就業後のいろいろなケースにも対応できるような実践力を学ぶこと

により、卒業後の現場とのギャップを抑止し、接客の失敗によるメン

タルの挫折を未然に防止し、継続的に就業を続けられるようなスキル

を得られるものと考えている。 

未知の体験してない事例にも戸惑わずに対応できるような応用力を

身につけるためには、体系的に整った学びやすい教材の開発が必要不

可欠である 

 

2. 専門的サロンサービスの深堀 

サロンの類型化の検討の中で、当初の仮説設計では、福祉美容型

や婚礼型を独立的に想定していたが、調査分析の結果、福祉美容や

婚礼美容の実施の有無や割合は異なるものの、必ずしも専業でなく

ても、多くの日常利用サロンにおいて、実務が発生していることが

分かった。 

そのため、サロン類型としては、若年・ＯＬ層向け店、中高年層

向け店、高級店、郊外店といった日常利用サロンの４類型と、福祉

美容、婚礼美容といった専門的サロンサービスを取り上げる扱いと

した。 

専門的サロンサービスにおいて、本年度事業では、身だしなみや

来店から退店までの時間軸でのお客様との接点を中心として教材

化を行ったが、婚礼美容においては、事前打ち合わせ⇒リハーサル

⇒本番（挙式当日）といった通常サロンとは全く異なるサービス提

供の流れがあることなどからも、専門性、特殊性が高いことについ

ては、一定の範囲内に留めた扱いにせざるを得なかった。 

また、福祉美容においても、近年の法改正に後押しされて、今後

更なる広がりが想定される領域ではあるものの、美容領域における

福祉美容の需要見込み（社会的な期待）や、そこで美容師に求めら

れる専門性、特殊性については限定的な扱いとなっている。また福
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祉美容においては、”出張”という提供形態の違いも存在することか

ら、本事業の目的である”若年層離職率低減に向けた実務社会との

ギャップの解消”からすると、高等課程を卒業する美容師に教育す

べき実態について、教育プログラムとして開発できていない部分が

存在する。 

 

美容分野における高等専修学校生への更なる実践教育の高度化

を図るには、前述のような専門的美容領域における一連の業務の流

れと、そこでの新人美容師が担う仕事内容、必要な知見やスキルと

言った部分の体系化や、実例中心の教育プログラム開発が望まれる

と考えられる。 

 

以上。 
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